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Nロケット11号機（F）による通信衛星

2号一b（CS－2b）の打上げ及び追跡
管制についての正誤表

∩コ

○

頁 項　　　　　目 誤　　　　　． 正

2 上から7行目 慣性誘導方式第3段 慣性誘導：方式，第3段

5 通信衛星2号

D（CS72a）の軌道

静止位置　東経130度’

t近‘

静止位置　東経132度

〃 通信衛星2号

iCS－2b）の軌道

静止位置　東経135度

t近

静止位置東経136度

6 通信衛星3号

iCS一系）の三道
静止位置東経132度

t近

静止位置　東経132度

〃 通信衛星3号

iCS一鋤）の軌道

静止位置　東経136度

t近

静止位置　東経j36度

10 。種子島宇宙センタ

E一 ﾌ電話

09973－6－1240　（代） 09972－6－1240　（代）

k

〃 一。増田追跡管制所の

@電話

09973－2－1990 oqg72－7－1990

〃 。角田ロケット開発

Cセンター

角田ロケット開発室　　　　　　　　ぎ 角田ロケット開発セン

^ー
53 下から　6行目’ 試験三三 試験点検
81 ’下から　9行目 アセッション局 アセンション局

〃 ・下から　7行目 グリンベルト局’ グリーンベルト局
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1．N－1，N一∬，　H－1計画の概要について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　宇宙開発事業団は、その前身である科学技術庁宇宙開発推進本部の業務を弓「き継

ぎ、人工衛星打上げ用ロケットの開発に必要な基本技術を修得するため、誘導制御

技術及び液体ロケット技術に重点を置きつつ、JGR型ロケット、：LS－G型ロケッ

ト及び試験用ロケットの開発並びに飛行試験を実施するとともに、これらのロケッ

トの開発や飛行試験で得られた成果及び日米交換公文に基づき米国から導入したソ

ーデルタロケットの技術を組み合わせてN－1ロケットを開発しました。

　N－1ロケットは、重量約130kg級¢！静止衛星を打ち上げる能力を有する3段

式ロケットで、昭和50年9，月9日技術試験衛星1型（ETS－1）rきく」を打ち

上げて以来、我が国の実用分野における人工衛星打上げの主力機種として活躍し、

7個の衛星を打ち上げました。

　このN一1ロケジト及びN－1ロケットを利用した各種人工衛星の開発計画を、

N－1計画といいこの計画は昭和57年9、月3日に打ち上げた技術試験衛星三型，

（ETS一皿）「きく4号」の運用を最後に終了します。

　現在、宇宙開発事業団は、N－1ロケットの開発、打上げ等により修得した技術、

試験を’もとに打ち上げ能力を向上’したN－Hロケットを開発し、実用衛星の打上げ

を行っています。

　N－1ロケットの開発及びこのロケットを利用して打ち半げる各種入工衛星の開

発・打上げ等の計画をN－H計画といいます。’

　N－Hロケットは、’重量約350kg＼の静止衛星を打ち上げる能力を有する3段式

ロケットで、昭和56「年2月．11日技術試験衛星IV型（ETS－W）「きく3号」（テ

ストフライト）を打上げて以来，静止気象衛星（GMS－2）「ひまわり2号」及び

通信衛星2号一a（GS－2a）「さくら2号一a」を紅：ら上げました。宇宙開発事

業二二、今回ζのN一皿ロケッ・トを用いて、通信衛星2号一b（GS－2b）を打ち

上げ、引き続き放送、気象及び観測衛星を打ち上げ経済・社会生活の発展に貢献す

るとともに、将来の人工衛星に必要とされる技術の開発を進める予定です。

　しかし、社会生活の向上とともに、衛星需要が増大し、通信、放送、地球観測な

どの衛星は、現在より高精度、大容量、高機能が要求され、大型化へと向いつつあ
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ります。

　これらの大型衛星を打ち上げるだめには、現用のN－Hロケットでは能力不足と

なってしまいます。そこでより大型・高性能のH－1ロケットの開発が急ピジチで

進められています。

　H－1ロケットは、当初重量約550kgの静止衛星を打ち上げる能力を有する3

段式ロケットで、第2段に液酸・三水ロケット、ロケジトの飛行精度を高めるため

の慣性誘導方式第3段に大型で高性能の固体ロケットモータが使われ、これらはす

べて自主技術で開発されます。

　H二1ロケットの開発及びこのロケットを利用して打ち上げる各種人工衛星の開

発・打上げ等の計画をH－1計画といいます◎

　H－1・計画は、昭和60年度にH－1ロケット（2段式）試，験機を打ち上げる予

定で引き続き通信、放送及び観測衛星など経済・三三生活の発展に貢献する実利用

分野の人工衛星の打上げを行うとともに、将来の人工衛星に必要とされる技術の開

発に資するための衛星を打ち上げる予定です。

一2一・

｝

ξ

｛

⑦｝旧

劇働
｝

；

ミ
ー
d
旗
も
K
b
↓
鴬
側
睡
H
く
　
榔
｝
l
F

傘
ト
氏
Σ
」

．
｝
亨

ヤ
＆
．
一
　
㊤
一
．
。
o
㌔
一
三

N
．
o
o
。
魂

（
四
竃
e
〈
爪
ペ
ム
二
二
篇
撫
ム
ニ
辛
ム
）
　
　
　
　
　
　
巴
．
一
　
宝
．
O
　
　
　
　
　
　
袖
．
・
釦

＼

、
（

螺
麗
e
く
ホ
K
土
〉
辱
ロ
剰
’
マ
旧
藩
三
筆
）

（
留
湯
O
）
　
　
」
ト

（
三
三
創
）
　
L
ト

（
三
三
N
）
L
ト

◇
　
　
傘
O
一
の
o
o
　
　
ρ
的
－
の
Q

三
四
邸
n
一
ω
O
　
　
＞
あ
↑
国

愈
三
選
串

趣
（
田
（
）

噂
．
N

一一

A
o
o一「

」

・
奪

奪

“

“
　
“

寧

南

傘

一
一
。
つ
O
Σ

』
N
あ
0
3

O
I
の
Σ
O ⑩
N
一
の
。
ユ
　
　
』
N
一
の
Q

照
N
－
の
O
「

N
あ
Σ
q≧一
。
つ
ト
国

r
’

o
a
．
曽

（
憐
垣
、
萄
職
”
面
米
）
　
　
　
　
　
　
ず
　
ヒ
　
　
　
　
巴
．
窪
ミ
．
卜

ヘ
ミ
転
回
渦

ヘ
ミ
砧
ヘ
ミ
二
三
釦

L

の
。
⊃

の
O
　
の
Σ
O

ρ
っ
．
①
和

．
♂

N
N
．
N
牽

O
．
N
櫓

ヨ
．
N
奪

日
．
N
碑

き
，
N
　
①
．
①
傘
　
寧

≡
あ
↑
国

O
－
の
O
国
　
”

ω
O
ω

Ω
一
の
辺

一一

P
の
ト
U

の
ω
一
幽
【
一
。
つ
ト
国

。っ

ﾌ

og

ﾌ

一
⑩

8

①
頃

oo

ﾌ

卜
n

鵠

の
の

「
．
・
話

eり

N
の

茜

O
の

廿
ド

回
＋
粗
一
乏

厨
累
晦
の
o
D
・
の
9
の
Σ
O

回
＋
瞥
7
Z

画
＋
瓢
H
土

一3〒

国
＋
蝦
糠
三

三
｝
盛
墾
鰍
三
三
砿
…
呈
一
・
ヤ
て
（
田
（
）

（
ム
ヤ
い
ト
・
ム
K
申
）
に
三
三
旛
　
　
L
ト
．

　
　
（
ち
Φ
ト
b
。
⊆
奮
①
o
o
と
一
邸
一
」
①
“
邸
Σ
・

　
　
　
哲
一
」
）
麟
一
一
奪
録
一
憲
　
　
左
Σ
L

　
　
噌
。
り
廉
潔
噌
楼

　
　
中
。
り
醐
憲
些
噸

副
〉
雌
紐
談
撹
寒
摂

ψ
一
酬
雲
泥
鑛
幾
摸
．

申
e
っ
圓
避
鎌
麻
軍
需

　
　
。
り
あ
o
o

』
㎝
－
．
帽
翰
あ
O

　
＞
一
Q
o
卜
国

　
一
－
の
O
Σ

　
。
う
あ
Σ
O

　
　
　
中
N
咄
醸
蝦
暴

　
　
’
ψ
N
咄
羅
鯉
顛

　
中
N
咄
羅
蝋
舷
田
趣

　
副
≧
咄
鞍
麟
麓
潅
擦

　
副
≡
酬
羅
麟
寵
」
鷺
鞘

咄
醸
些
璽
日
雪
避
麟
臥

ゆ
N
一
’
邸
N
一
の
田

ρ
N
－
’
邸
N
一
の
O
・

　
　
N
．
－
の
Σ
o

　
　
、
匿
あ
缶

　
　
一
＝
1
の
ト
国

　
　
』
㌧
の
O
国

（
〉
℃
幽
。
画
蕪
回
禄
細
升
Q
倒
奥
田
℃
浸
憲
。
。
o
巨
薗
）
　
（
詫
塞
葬
り
農
）
繹
葺
無
◇

　
　
　
酬
羅
凋
樽
副
丹
旺
麟
蟹

咄
羅
些
頻
因
転
脱
飾
晋
旺
鱗
綜
e

　
　
　
　
　
　
咄
紐
昧
振
周
漁
、

　
　
　
　
副
H
一
覧
竃
麟
編
葦
環

　
　
　
　
　
酬
堅
雪
騒
奥
向
翻

　
　
　
　
副
H
圓
電
灯
擬
翠
軽

口
輿
賀
瑛
遡
叶
ご
↓
黒
“

　
　
q
っ
o
a

　
　
ω
O

　
の
Σ
O

一
7
の
ト
ω

O
－
の
の
「

H
I
の
ト
U

榔
築
適
燦
商
詐
灘
駆
咄
絃

　
（
屋
巳
．
賦
）

σc

蝋
卿
　　

@　

@　

@　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
州
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
緋
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糠
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纈
、
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罫

ー

ー

…



ノ

L
幽
1

第1踊2表人工衛星の開発計画 （注）運　　用一打上げ段階以降で、追跡管制等の運用に供しているもの

　　開囁　発一基本設計から打上げ段階までのもの

　　開発研究一システムの設計段階までのもの

　　後期利用一初期の目的を達した以後も人工衛星の主要機能が正常に維持されているもの

　　　　　　　各衛星の重量は、軌道上初期重鑑を記した。

衛星の種類 主　　な・　目、　的 重量？形状 軌　　　道
　打上げ時期
ﾅ上げロケット 備考

⑭
N
－
1
計
画

技術試験衛星1型
@　（ETS－1）

@　「き　く」

宇宙開発事業団が最初に打ち上げた試験衛星。－ロケットの打

繧ｰ技術を確認し、衛星の追跡管制技術を習得するとともに

Aンテナの伸展実験、衛星環境の測定などを行った。

重量：約82．5kg

`状：直径約80cmの26’

ﾊ体

高度約1，000kmの円軌道

X斜角　約47。

?冝@約106分

昭和50年9月9日
@N－1ロケット

昭和57年4

獅Q8日

^用停止

電離層観測衛星
ﾐSS）　「う　め」

iISS－b）「うめ2号」

電離層の観測を行い、．短波通信に関する予報の精度向上が目

Iであったが、（ISS）は打上げ1か月後、交信が途絶えた。こ

ﾌため同じ目的で予備機（ISS－b）を再度打ち上げた。

重量：約141k曾

`状．：直径約94cm、高

ｳ約ε2⑩の円筒形

高度約1，000kmの円軌道

X斜角　約70。

?冝@約105分

（ISS）昭和51年2月29日

fSS－b）昭和53年2月16日

@　N－1［ユケット

昭和58年2月

Q5日運用停
~（ISS－b）

技術試験衛星II型
@　（ETS－II）

@　「きく2号」

静止衛星打上げ技術の習得、姿勢制御機能の試験、搭載機器

ﾌ機能試験などを行った。我が国初の静止衛星。

重量：約130kg

`状：直径約140cm、高

ｳ約90cmの円筒形

静止静心軌道（高度約36，000km）

ﾃ止位置　東経130度

?冝@約24時間

昭和52年2月23日

@N－1ロケット
後期利用中

実験用静止通信衛星
@（ECS）「あやめ」

iECS二b）「あやめ2号」

静止衛星の打上げ技術、追跡管制技術、姿勢制御技三等を確
ｧするとともに、静止衛星によるミリ波通信実験なζを行う

ｱとが目的であったがく（ECS）、再度打ち上げた予備機（ECS－b）

ﾌいずれもアポジモータ点火後交信が途絶えた。

重量：約130kg

`状：直径約140cm、高

ｳ約95cmの円筒形

　　　　　　　　　●
ﾃ止衛星軌道（高度約36，000km）

ﾉ投入できず。

（ECS）昭和54年2月6日

iECS－b）昭和55年2月22日

@　N－1ロケット

技術試験衛星III型
@　（ETS－III）‘

@　．「きく4号」　幽

　　　　　　　　　　　　　　●O軸制御機能の確認、太陽電池パドル展開機能の確認、搭載

ﾀ験機器の機能試験など大電力を必要とする人工衛星等に共

ﾊな技術の開発に資する。

重量：約385kg

`状：約85cm×85cm×

P95cmめ展開型太陽電

rパドルを有する箱型

高度約1，000kmの円軌道

X斜角　約45。

?冾猪 107分�

和57年9月3日　
m－1ロケット�

用中

止気象衛星　　　　　　　’　

@　（GMS）　

@「ひまわり」�

界気象機関と国際学術連合会議が共同で行う地球大気開発計

諱iGARP）に参加し、静止衛星による雲画像の観測などを行い

_天気予報精度の向上を図るなど気象業務の改善に資され．た

B�

量：約303kg形

�F直径約220cm、高さ

�R60cmの円筒形�

止衛星軌道（高度約36；000km）静

ｳ位置　東経160度周

冝@約24時間�

昭和52年7月14日デ

泣^2914型ロケット（
ﾄ国に打上げ依頼）�

和56年12月

ﾈ降軌道上

ﾅ待機

三
M
S
・
C
S
・
B
S
計
画
�

験用中容量静止通信衛星　

@ノ（CS）・　

f「さくら」�

容量通信衛星の打上げに至る過程として衛星システムによる
?~リ波通信実験、衛星通信システムあ運用技術の確立な’どに資している。�

量：約350k曾形

�F直径約200cm、高さ

�R50cmの円筒形�

静止衛星軌道（高度約36，000km）静

~位置　東経135度周

冝@約24時間�

昭和52年12月15日デ

泣^2914型ロケットて
ﾄ国に打上げ依頼）�

用中

実験用中型放送衛星　

@　　（BS）　

@　「ゆ　り」�

型放送衛星の打上げに至る過程として、衛星システムを用い

ｽ画像及び音声の伝送実験、放送衛星システムの運用技術の

m立などに資された。一　　’�

量：約350kg形

�F約130c隣×130cm×

R00cmの箱型．�

止衛星軌道（高度約36、000km）静

ｳ位置東経llO度周

冝@約24時間�

昭和53年4月8日デ
泣^29i4型ロケット《
ﾄ国に打上げ依頼）�

和57年1月

Q3日衛

ｯの制御終

ｹ

．

α
一

N
－
1
1
計
画

術試験衛星IV型　
@（ETS－IV）』　

@「きく．3号∫�

－IIロケットの遷移軌道投入能力の確認、打上げ環境条件の取

ｾ、大型衛星の製作・取扱技術の習得などを行った。�

量：約640k曾形

�F円筒形直

a：約210cm�

度（遠地点）約36，000kmの長楕円

O道　　傾斜角　約28．5。周

冝@約10時間36分�

和56年2コ口日　

m－IIロケット�
期利用中

止気象衛星2号．　
@（GMS－2）「ひまわ‘短号」．�

昭和52年7月目打ち上げた静止気象衛星（GMS）とほぼ同様の性

¥を有する衛星で、我が国における気象業務の改善を図ると

ﾆもに、気象衛星に関する技術の開発に資している。�

量：約296kg　　　　　　、、形

�F円筒形直

a：約215cm�

止衛星軌道（高度約36，000km）静

~位置　東経140度周

冝@約24時間�

和56年8月目日　

m－IIロケット�
用中

通信衛星2号　
@　（CS－2a）　

uさくら2号一a」�

和52年12月に打ち上げた実験用中容量静止通信衛星（CS）・

ﾆほぼ同様の性能．を有する衛星でく利用機関の通信需要の増大

ﾉ対処するとともに、通信衛星に関する技術の開発に資する。�

量：約350k3形

�F円筒形直

a：約220cm�

止衛星軌道（高度約36，000km）静

~位置　東経130度付近周

冝@約24時間�

和58年2月4日　

m－IIロケット�
用中

信衛星2号　
@（CS－2b）’�

記衛星（CS－2a）の軌道上の予備で、目的は同じ。　

@　　　　　　　　　　　　　　’　　　ゴ　
@　　　　　　　　　　一�

量：約350kg形
�F円筒形　　　　　ノ直

a：約220c㎝』�

止衛星軌道（高度約36，000km）静

~位置　東経135度付近、周

冝@約24時間�

昭和58年度’N－IIロケット�

発中

送衛星2号　
@（BS－2a）�

日義和53年4月、に打ち上げた実験用中型放送衛星（BS）とほぼ同、様

ﾌ性能を有する衛星で、テレビジョンの難視聴の解消等を，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，図

驍ﾆともに、放送衛星に関する技術の開発に資する。馬�

量：約350k曾形

�F展開型太陽電池パ

hルを有する箱型�

止衡星軌道（高度約36，000k頃）静

~位置　東経lIO度周

冝@約24時間�

　璽昭a58年度N
|IIロケット�

発中

止気象衛星3号’　
@（GMS－3）�

が国の気象業務の改善及び気象衛星に関する技術の開発に資

ｷる。�

量：約300kg形

�F円筒形直

a：約215cm�

止衛星軌道（高度約36，000km）静

~位置・東経140度周
冝@約24時間　　　　　　　Fr�

和59年度N
|IIロケット�

発中

送衛星2号　
@（BS－2b）�

上記衛星（BS－2a）の軌道上の予備で、目的は同じ。�

量：約350kg形

�F展開型太陽電池パ

hルを有する箱型�

止衛星軌道（高度約36，000km）静

~位置　東経llO度周

冝@約24時間�

和60年度N
|IIロケット�

発中

洋観測衛星1号　
@（M6S－1）�

洋面の色及び温度を中心どした海洋現象の観測を行うととも

ﾉ、地球観測のための人工衛星の基本技術を確立する。�

量：約750k曾形

�F展開型太陽電池パ

hルを有する箱型�

度計gookmめ円軌道（太陽同期軌

ｹ）�
和61年度N
|IIロケット�

発中

刃
境



き

通信衛星2号一b（CS－2b）の打上げ及び追跡管制の

計画概要について

（
ム

打上げ及び追跡管制の目的2」

　通信衛星2号一b（CS－2b）／Nロケット11号機（F）の打上げ及び三跡管制

は、衛星を赤道上東経約136度の静止衛星軌道に投入するこどにより、通信衛

星に関する技術の開発を進めるとどもに、利用機関に澄ける通信需要に応じられ

るようにすることを目的とします。

打上げ及び追跡管制実施機関2．2

世界貿易センタービル

宇宙開発事業団・

理事長　山内正男
　東京都港区浜松町2丁目4番1号

2．ろ　打上げ実施責任者及び打上げ場所

　2．3ユ1打上げ実施責任者

　‘宇宙開発事業団

之弘

＼

．
澤

　
　
’
場

」
大

副理事長

2．3．β　打．上ゲ場所

・宇宙開発事業甲種錦宇宙切．プ崎射携

　鹿児島県熊毛郡南種子町大字茎永

2・4．．追町芦制φ実年場所r．㌦

噸開発事騨游宙センター中畑管師
　　　i茨城県新治郡桜村千丁2丁且1番L、

　1・宇宙開発事業団騰浦追跡管制所

　　チ鰐勝肺芳賀花立山1｝1・4

　・宇宙開発事i業団沖縄追跡管制所・

　　　沖縄県国頭郡恩靹村字安富組金良原ユ71三一1
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・宇宙開発事業団種子島宇宙センター増田追跡管制所

　　鹿児島県熊毛郡中種子町大字増田

　上記のほか、米国航空宇宙局の追跡管制網の支援を受けるとともに、通信・放

送衛星機構及び日本電信電話公社の協力を受けます。

2．5　打上げ期間及び日時

　　昭和58年8月6日（土）から昭和58年6月19日（月）までとし、各機種別の

打上げ日等は下表のとおりです。

；機　　種 打上げ日
打上げ予備日

ﾌ　期　間
打上げ時間帯 海面落下時間帯

固体補助ロケット

5：10～　6：10 5：10～　6：16

8月7日（日）から （8月6日～9月4日）
第1段及び衛星フェアリング

Nロケット 5：22～　6：32

8月6日（土） 一　　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　　一　　ロ　　一　　ロ　　一　　一 一　一　一　一　一　一　一　一　一一　陶　一　一　一　一　口　口　ロ　一　一　一　一　舳　口

11号機㈹ 固体補助ロケット
9月19日（月）まで 19：15～20：15

！9：15～20：21

（9月5日～9月19日） 第1段及び衛星フェアリング

19：27～20：37

第1段
8：00～　8：30 8：02～8：33圃

TT－500A型 8月14日（日）から ：又は

8月13日（土） 又は 11：32～12：03
ロケ。卜13号機 第2段

9月19日（月）まで 11：30～12：00 8二〇9～　8：40●
：叉は

911：39～12：10

㈱　Nロケット11号機（F）及びTT－500A型ロケット13号機の打上げ予備日の期間のうち、

　8月27日（土）から9月19日（月）までの期間における打上げについては、宇宙科学研究所の

　打上げが行われない日を選び実施します。

一8一．

、

⑨働

｝

働⑪

乙　打上げ及び追跡管制の全システムについて

　人工衛星を安全確実に打ち上げるためには、ロケット及び人工衛星の組立て、点

検、発射及び飛行中の監視、追尾、データ取得等のために必要な各種施設設備を整

備し、かつ、これらのものを有機的に結合して第3－1表に示すように一体的な三

三衛星打上げシステムとして運用することが要求されます。次章以下に、それぞれ

について詳細に説明します。　　　　　　　　一　　　　　　　　　、

　また、第3－1図に宇宙開発事業団の諸施設等の配置を示します。

第ろ一1表　通信衛星2三一：b（CS－2：b）／Nロケット11号機（亙）

　　　　　打上げ及び追跡管制システムの全体構成

人工　衛星

ロ　ケ　　ッ　ト

射場システム

追跡管制システム

通信衛星2号一b（CS－2b）

Nロケット11号機（F）（N一∬Fケット）
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中央追跡管制所

増田追跡管制所

勝浦追跡管制所

沖縄追跡管制所

上1己のほか・米国航空轄局の追跡管制締の支援を受けるとともに・通信赦送

衛星機構及び日本電信電話公社の協力を受けますb
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　　　　　　　　　第5－1図　宇宙開発事業団事業所等所在地

。宇宙開発事業団本社

　　東京都港区浜松町2－4－1
　　世界貿易センタービル22階
　　〒　105
　　電話　03－435－61目（一般受付）

o種子島宇宙センター
　　鹿児島県熊毛郡南種子町大字茎永字宇津

　　〒　891－37
　　電話　09973－6－1240㈹

O増田追跡管制所
　　鹿児島県熊毛郡中種子町大字増田
　　〒　891－36
　　電言舌　　09973－2－1990

0筑波宇宙センター
　　茨城県新治郡桜村千現2－1－1
　　〒　300－31
　　電話q298－51－2271㈹

o小平分室
　　東京都小平市上水南町570
　　〒　184
　　電言舌　　0423－23－2661

0勝浦追跡管制所
　　千葉県勝浦市芳賀花立山1刊4
　　〒　299－53
　　電言舌　　04707－3二〇654

　　　（三三翻

（強熱）

惚藷灘劉

　　　　　小平分室

　　　名古屋
京都冴　⑥

　8
　大阪

秋田
◎

　仙台

　◎

東京
o

o

ρ

o

o

彊児島
i宇宙科学研究所鹿児島宇宙空間観測所）

　　　　　　　　コ　　　　　　　　　FD戦三跡管制所

　　　　宇宙センター

　　　　　　　　　　　　〒

小笠原追跡所

（航空宇宙技術研究三角　　田　　支　　所）

角田ロケット開発センター

（異三三）

筑波宇宙センター

本社

勝浦追跡管制所

磯鴫驚磐）
（日本電信電話公社犬石無線中継所）．

菱レ沖職管制所

（注）（）は、他機関のものを示す。

o沖縄追跡管制所
　　沖縄県国頭郡恩納村安富祖金良原171271．
　　　　904「一〇4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　電言舌　　09896－7－8211

0小笠原追跡所
　　東京都小笠原村父島
　．『〒「100－21
　　電話　106申込み　小笠原2522

TO地球観測センター
　　埼玉県比企郡鳩山町大字大橋字沼ノ¶上1401

　　〒　350－03
　　電言舌　　0492－96－1611

。鯛・ケ・欄発室・、　　づ．
　　宮城県三田市神次回字高久蔵1

　　．〒981－14
　　電話・2245ご8一3151『，

一10「

クリスマス移動追跡所

4．通信衛星2号（CS－2）について

　　　4．1　概　　　　　要

　　　　　　CS－2は、通信衛星に関する技術の開発を進めると乏もに、利用機関におけ

　　　　る通信需要に応じることを主「目的とした衛星で、昭和52年12月に打ち．上げら

　　　　れた実験用中容量静止通信衛星（09）とほぼ同様の性能を持った衛星です。CS

　　　　－2はGS－2aとGS－2bの2機で一組となって掛り、GS－2aは昭和58年2

　　　　、月4日に打ち上げられ東経132度に静止し、GS－2bは同年8・9月期に打ち三

輪げられ離136度疇止する予定です・℃S一掴静止鯉軌興野って・準
　　　　　ミリ波、マイクロ波帯の周波数を用いた衛星通信システムを構成します。また、

　　　　近い将来予想さμる通信衛星の大型化や大容量化に備え、通信衛星に関する技術

　　　　データの収集に役立てられます。

①隔

ρ

4．2ノミッション　　　一

　．準ミリ波帯及びマイクロ波帯の周波数を用いて、非常災害時通信、離島通信等

　の国内公衆通信及び公共業務用通信に供するとともに通信衛星に関する技術の開

発に資することを目的としています。

4．ろ構成・諸元　　　　　　　　　　　　＼
　　GS－2は、第4．一1図に示すように機械的デスパンアンテナを搭載したスピン安

　定型の衛星であり、衛星本体は、直径219㎝、高さ2・06㎝の円筒形で、ソーラ

　アレー下端から通信用アシテナ上端までの全高は326㎝です。この形状はN一

　皿ロケットのフェアリングに適合しています。

　　電ヵを発生するソ7ラアレーは、衛星の円筒外周に取り付けられています。衛星

、搭載機器の大部分は機器プラットフォーム上に配置されています。中央部円筒の上

端はドラグモータアセガリを支持し、下端はア殉チフィ・ティングを介し

て打上ヴロケットに綜合されています。準ミリ波帯（K六ンド）・マイグロ波帯（Gバ

ンド）共用のアンテナはドライブモータアセンブリに取り付けられています。Sバ

ンドアンテナは円筒外周の中央部分に帯状に配列されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一11一
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GS－2は，第4－2図に示すように次のサブシ1ステムから構成されています。

　・通信系（通信用アンテナ及び通信用中継機）（GOMM）

　・テレメトリ・コマンド系（TT＆G）

　・電源系（EPS）

　・姿勢及びアンテナ制御系（AAGS）

　・二次推進系（RGE）

　・アポジモータ（AKM）

　・構　　体（STR）

　・熱制御系（TCS）

また、GS－2の諸元は、要約すると第4－1表のと回りです。
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ゲージング機構

ソーラアレー
　　（上部）

上部円錐

地球センサ

Sバンドアンテナ

　ソーラアレー
　　　（下部）

第4－1図概観　四

通信用アンテナ
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第4－2図　CS－2構成図
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第4－1’表　CS－2の諸元（1／2）

項　　　　目 機　　　　　　！能 性　　　　　　　弓

形　　　　　　状 N一皿ロケットのフェアリングに適 直径219（m、高さ206㎝の円筒

合 形

ゴ通信用アンテナを含む高さは

326㎝。

重　　一　　　量 N一皿ロケットの打上げ重量に適合
、　　　　　　　　、

�U70kg（打上げ時）

姿　勢　安　定 スピン安定方式 スピン率90±9rpm

慣性モーメント比1．05以上

@　　　　　　　　n

通　　信　　系』 Kづンド6系統 アジテナ利得

C六ンド2系統 Kバンド33dB以上（日本本土）

．Kバンドビーコン Cバンド25dB以上（日本全土）

多周波数共用成形ビームデスパンァ 中継器性能

一’ ンテナ 、　　　　　G／T　EIRP　帯域

Kバンド上り／下り回線周波数
（dB／K：）（dBW）（MH：z、）・

30／20GHz帯 Kバンド　一3．8　　37．0　　130

Cバンド上り／下り回線周波数 Cバンド　一6．0　　29．5　　180

6／4GHz帯

・テ　レ　メ　ト　リ STDNに適合するSバンド送受信機 Sバンド℃バシド
コ　マ　ン　ド系

及びSバンドオムニァンテナ
受信周波数・2．1GHz帯．6．2、　GHz帯

Cバンド受信信号をSバンド信号に

ﾏ換す：るダウンコンバータ

送信周波数　2．3GHz帯4．O　GHz帯　　　　　　　　く

－送信出力　　1W　　20血W
Sバンド信号をCバンド送信信号に

変換するアップコンパ”タ、

測距方式　　　　トーン／PM 変調指数　　0．56rad（0－P）
㌔　し

ノンコヒーレン．ト、サイドトーン

レンジング方式

テレメトリ　PCM／PSK／PM 変調指数　へ　0．8rad（0－P）
r

b

ビットレート　250ビット／秒

容．　量　　64ワード／フレーム

コマー刀[ドPC］WPSK－AM／PM 変調指数，　0．4rad（0－P）

一　r　L

ビットレート　ユ28ビット／秒

’｝

n1　量　168コマンド
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第4－1表　CS－2の諸元（2／2）

項　　　　目 機　　　　　　　能 性　　　　　　　能

電　　源　　系 衛星外周の主電力供給ソーラァレー及 発生電力
@　　　　　　　秋分　　夏至

びバッテリ充電制御アレーにより日
寿命初期　　543W　477W

照時に所要の電力を供給する 3　年後　　479W　423W
5　年三　　462W　409宙

容量12AHのNiCdバッテリ2台に 放電深度　　55％以下

より食時に所要の電力を供給する

シャントレギュレータによる主バス電 バス電圧　　294±0．2VDC

圧の安定化

姿　勢　及　び 地球幅、太陽角及びスピン率による 太　陽　角　　±87。

アンテナ制御系 姿勢決定（地球センサ及び太陽セン 地　球　幅　　40～23。

サ使用）

ドライブモータ及び制御エレクトロ アンテナバイアス　±40（東’西方向）

ニクスによるアンテナ指向主軸の制 象チップ角度　　±0．03。

御受動形ニューテーションダンパ

減衰時回数　　15分以下

ワブノレコレクタ 慣性主軸調整範囲　　0．2。

アンテナ指向精度 半頂角0．30の円錐内

二次推進系 ヒドラジンモノプロペラント方式 推力2．26kgf（22．2N）、三三タンク容量

52．2kg、90mse，パ・レスモード又は60B・・

連続噴射モー；ド（アキシャルスラスタ）

ア　ポジモータ STAR－27　固体モータ 全納《1：鵬8撫ll）

熱　制．御　系 受動形、一部ヒータ使用
¶

構　　　　体 中央円筒部構造に支持されたプラッ 各部の余裕安全率。以上

トフォーム上に機器を配置

打上げ時、デスパンアンテナを固定 打上げ時の環境条件に耐える

するゲージング機構

軌　道　保　持 保持精度 静止慨購：礁翻
緯度方向　±0．1。以内

経度方向　士0．1。以内
“臓

寿　　　　　命
3
年
以
上
5
年
目
標
’ 3年肇の残存確率　0．75以上

一16滑

　　　　4．4開発の経緯

　　　　　　GS－2の計画は、昭和53年6月郵政省から宇宙開発委員会に’「宇宙開発

　　　　　計画の見直し要望」として提出されました。

　　　　　　その後、宇宙開発委員会によるGS－2計画の承認に基6き、　GS－2を開発す

　　　　　るに当たり、昭和53年度に日本電信電話公社では通信系ミ’ッション機器．

　　　　　（中継器及びアンデナ）‘EMに関するインタフェース調整、宇宙開発事業団

　　　　　ではρS－2開発のための設計検討を実施することとなりました5

　　　　　　昭和54年度には宇宙開発事業団はCS－2の基本設計を、日本電信電話公社

　　　　　は通信系ミッ．ション機器E顛の製作試験を行うこととなりました。

胴　　　　　　この間、三和54年6月、通信・放送衛星機構法が成立し、7，月に施行され、

　　　　通信・放送衛星機構嫁昭和54年8月に郵政省から認可を受け、発足しました。

　　　　　　通信・放送衛星機構の発足により、℃S－2の開発は通信・放送衛星機構と宇

　　　　宙開発事業団が必要経費を分担（機構60％、事業団40％）し、通信・放送衛

　　　　星機構隼三分については四声開発事業団が通信・、放送衛星機構より委記を受けて’

　　　　行うこととなりました。

　　　　　　GS－2の開発スケジュール及び打上げまでの経過は第4－2表のとおりです。
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5．N－Hロケットについて

　　　5．1　概　　　　　要

　　　　　N－nロケットについては、昭和56年度にGMS－2を打ち上げることを目標

　　　　として、昭和51年に本格的な開発に着手しました。開発に当たっでは、．当時N

　　　　－1ロケットの開発の途中であ鉱国産技術のみではスケジュール及び信頼性の

　　　　確保に十分な実績がなかったこと、コストの低減化をはかること等のため、米国

　　　　からソーデルタbケットの技術も導入しました。

　　　　　N－Hロケ以トは、重量360kg級の瀞止衛星を打ち上げる能力を有する3段
稿¢
　　　　式ロケットでテ。

　　　　　第1段液体ロケットエンジンには＼N－1ロケットで国産化されたMB－3エ

　　　　ンジンを採用しており、また発射時に推力を増強する固体補助ロケット（SOB）

　　　　もN－1で国産化されたものを9本取り付けています。

　　　　　第2段液体ロケットエンジンは、デルタロケットで使用されたAJ　107118：P

　　　　をN－Hロケットに合わせて性能向上を図ったものですg主な改良点としては、

　　　　推進薬タンクを大型化して推進薬を最大6トンまで搭載可能とし、またノズルの

　　　　開口比を65：1として比推力を大きくしました。このエンジンは、アブレーテ

　　　　ィブ冷却方式で宇宙空間での再着火が可能です。ロケットの誘導はデルタロケッ

　　　　トと同じ慣性誘導方式を採用しており、機体に搭載された誘導装置で位置、姿勢

　　　　等を計算し、予定の軌道に投入されるよう制御装置に必要な信号を出し、コース
　働棚
　　　　を修正するようになっています。　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　第3段固体ロケットは、N－1ロケットの第3段ロケットを延長したもので、

　　　　デルタロケットにも使用されています。搭載電子機器はN－1ロケット用のもの

　　　　を使用することを原則とし、必要な改修を加えています。昭和51年の開発開始

　　　　以来瀾発は欄縫タ・昭和55鞍脚にはGTV（地騰合縁用ロ勿
　　　　ト）及び衛星を用いた総合整備作業において衛星との整合性、発射設備等との機

　　　　械的・電気的整合性の確認、手順の調整確認、打上げ要員の訓練等を行い、昭和

　　　　56年2，月11日に技術試験衛星W型（ETS－IV）「きく3号」を打ち上げ、そ

　　　　の機能・性能の確認を行いました。さらにその後昭和与6年8月11日、静止気
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象衛星2号（GMS－2）「ひまわり2号」を打上げ、さらに昭和58年2，月4日、

通信衛星2号一a．（GS－2a）「さくら2号一a」の打上げに成功しました。

　N一皿ロケットは、今回の通信衛星2号一b（GS二2b）に引き続いて、放送

衛星2号（BS－2a、合S＝2b）、静止気象衛星3号（GMS－3）及び海洋観測

衛星1号（MOS－1）の打上げに利用される予定になっています。

　　＼

一20一
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5．2　性能・諸元

　5．2．1　打上げ可能な衛星の軌道と重量

　　　N一皿ロケットは、下表に：示すように用途に応じたいろいろな軌道に人工雪

　　星を打ち上げることができます。

　　　また、入工衛星の重量が小さい場合には、1回の打上げで複数の人工衛星を

　　打ち上げる方式もあります。

楕円軌道写静止軌道、地球重力脱出軌道の場合（ろ図式打上げ）

代表的　軌道
軌道高度例
@（κm）・

人　工　衛　星　重　量
i衛星分離部を含む概略値）

@　　　（k8）

人工衛星
p　途　例

楕円軌道　軌道傾斜角　30。 （遠地点高度）

遠地点高度　　’

各種観測．

一の一@一一軸隔　　　、

約36，000 700

／ 技術試験
近地点高度

約200㎞

静止軌道
350

各種通信
一ρ口」●鴨9　　　　　　　　　　　　　　鴨

約36，000 人工衛星にアポジモータ

を装着する。
各種観測

数値はアポジモータケー
（赤道面‡周期24時間円軌道） スを含めた値を示す。

地球重力脱出

，の一一一鱒軸㍉． 太　　　陽
　　　、、
?�O道

500 惑星間探査

パーキング軌道高度 呪

約230㎞
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　　　　　　　　　　　　　　　　注1）
円軌道の場合（2段式打上げ）

・代表的　軌道

軌道高度例

@（km）

人　工　衛・星　重　量：

i衛星分離部を含む概略値）

@　　　　（k8）

入団衛星

p塗例
軌道傾斜角　30． 300 2，000

600 1，800 各種観測

’一　咽瞬一　陶鴨　　隔、

1，000 1，600 技術試験

1，500 1，400

軌道傾斜角　50． 30Q－ 1，500

600 1，350 測地
’一一一一唖、馬

f

4，000 1，150 航行援助

1，500　’ 1，000

軌道傾斜角　70． 300 1，400

600 1，250 地球観測

’夢ρ一一一嘲鴨覧 A
1，000 1，050 航行援助．

1，500 900

太陽同期軌道注2）

軌道傾斜角　　99兜 900 800，
気象観測

100。 1，りσ0 650
’　一
I　　　　　　、 地球観測

，．，　　　　　　　　　　　102。 1，500 500

@　　　　：コ・

注ゴ）2段式Nr五・ケ・トは，第3段固伽ケヅトモータをとりはずし齢ρで乳スピンをかける

　　必要がなく，人工衛星にとって望ましい姿勢で分離でき，また軌道投入精度が高いなどの特長

　　をもっています。

注2w灘轡1太陽騨す角醐ほ脚即詰騨1’地球

一※ここに示圃道は代表例ですので・これ塁外の十二誰献人嘩礎卜す

るζζも可1旨で㌔∴．，，．こ，　．．二＿兜，

一乞2一

胸

毛
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5．2．2．N一皿ロケットの打上げ能力

　N＝Hロケットは，静止軌道∫中高度軌道，長楕円軌道，地球重力脱出軌道に人

工衛星等を打ち上げることができ，下図に示す打上げ能力をもっています。

地球重力脱出

i：軌道傾斜角

100，000

び
　　八60，000

@　　40，000

湯n点　　20，000

轟
韓

高
度

　〆・
_“、
渠b、

円　　10，000

O
θ
三

道
高　　　6，000
度

4，000

（k祝）

2，000

1，000

U00

S00 ～

鹸．　　　暫．．　　L

200

1QO
0　　　　　500 1，000　　　　　　1，500　　　　　　2，000　　　　　2，500

人工衛星重量（㎏）衛星分離部を含む
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5．2．3　N一皿ロケットの主要諸元（4号機）

全　　　　　　　　　　段

全　　長（m） 35．36

外　　径（m） 2．44

全備重量（t） 135．4（人工衛星の重量は含まない）

誘　導　方　式 慣性誘導方式

各　　　　　　　　　　段

第　／　段 固体補助ロケット 第2段 第　3　段 衛星フェアリンク

全　　長（m） 22．44 7．25 5．99

　　2．09
i固体モータ長　　1．68） 7．91

外　　径（m） 2．44 0．フ9 ，　2．44

　　0，96

i固体誌タ径） 2．44

三段重量（t） 86．57＊1 40．31（9本分） 6．68 1．25＊2 0．60

推進薬重量（t） 81．67 33．73（9回分） 5．80（最大） 1．05

平均推力（t）

メインエンジン

@　77．1＊3
oーニアエンジン

@　0．49x2＊3

142（6回分）　　　　＊3

@　　　，＊5

4．57＊4 6．79＊4

燃焼時間（s）

メインエンジン

@　　272
oーニアエンジン

@　　278

38 396 44

推i進薬種類 液体酸素／RJ－1

ボリフタジエン系

Rンポジット
@　　固体推進薬・

四十十二窒素／
@　　エア〔コジン50

：ポリフタジエン系

Rンポジット
@　　固体推進薬

推進薬供給方式 ターボポンプ 一 ヘリウムガス押し

比推力（s）

メインエンジン

@　　249＊3
oーニアエンジン

@　　209＊3

238＊3 315＊4 283＊4

姿
勢
制
・
御

ビツチ・

@　ヨー
ジンパル

ジンパル（推力飛行中）

Kスジェット
@　　　（慣性飛行中）

ロール， バーニアエンジン ガスジェット

　　　、

″ﾚ電：子装置

1）テレメータ送信装置

@　290MHz帯
@　PDM／FMIPM
Q）指令破壊受信装置

@　2、6GHz帯
@　トーン変調

Dレーダトランス
@　　　　　　ポンダ

@　5GHZ帯（2台）
Q）テレメータ送信装置

@　2．3GHz帯

@　PCM／PM
R）指令破壊受信装置

@　2．6GHz帯（2台）

@　トーン変調

1）デレ十一タ送信装置

@　290MHz帯
@　FM／PM

@　　＼　　1」

@　　，　　　一　　　　　　　　「

、

＊1　インクステージを含む。

＊2　スビンテーフルを含む5

＊3‘ C面上
＊4真’空ヰ〕

＊5　打上：げ時は6本のみ燃焼、6本の燃焼終了後残り3本を燃焼させる。

　　　　　　　　　　　　　　、

　　メ，

一24一、

E

　　　　5．ろ　三段の説明

　　　　　　N一：Eロケヅ‘トの全体図は第5－1図に示すとおりです。’

　　　　　5．3．1第1段

　　　　　　　第1段は、1基のメインエンジン及び2基のバーニアエンジンを装備した

　　　　　　液体ロケットで、メインエンジンのジンパリング及びバーニアエンジンによ

　　　　　　り、機体の姿勢を’制御することができます。

　　　　　　（1）第1段機体構造

　　　　　　　　第1段の機体構造は・黙料タン久センタボディセクション・酸でヒ三三

備　　ン久スカートセクシ・ン即エンジンセクシ・ン（UBT）によ購成

　　　　　　　されます・第5＝2回忌4段機体分解図を三田ます・

　　　　　　　　燃料タンク及び酸化剤タン・クの構造は～それぞれの厚さが約12．7㎜の

　　　　　　　アルミニウみ合金板3枚を機軸方向に突き合わせ溶接した円筒部と、その

　　　　　　　両端にアルミ三ウム合金製のドーム状隔壁をボルトで結合し、かつ、その

　　　　　　　結合部傘周諮雛合した直径が約2・．44mの円筒形です・長さは｝．燃料．

　　　　　　　タンクが約7．49m、酸化剤タンクが約11．50mです。これらの円筒部

　　　　　　　．にタンクの剛性を高めるためにフレームを配し、さらに円筒部内面は、タ、

　　　　　　　ンクの強度を最大にするためにアイソグリシド状に機械加工が行われてい

　　　　　　　まナ。タンク容積は燃料タンクが約32．1ml、’酸化剤タンクが約49．与m3

　　　　　　　です・センタボディセぞ』シヨンは燃料タンクと酸化剤タンクとの問で・

・静、　・二二編子機器・コ7ト・一ルデ霧トリビゴジヲンボックろテレ

　　　　　　　メ．一弾弓置畳令噸受信三三三池の格繍に、な？ています・

　　　　　　　　機体外側面には、トンネ．ルがインタステージ後部委らスカートセクショ

　　　　　　　ン後部にかけぞ、2本装着されて寿り、トンネル内部は、燃料及び酸化剤

　　　　　　　タンク加圧「配管、配線束及び爆破線が遮っています。　　、

　　　　　　　　子カー・・セクシ・7は三三子供綴置タび関連二　7テック機器・・

　　　　　　、ρ格納部です。

　　　　　　　　エン四セクシ・ンは・メイン干ン艀でミーニアエンジン・油圧灘・

　　　　　　　セ戸ファーム装置、後部アンドリガルゴネグタ．組立及び燃料・液体酸素充

　　　　　　　てんライン等の格納部であるとともに、ロケットの発射台への取付部です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一25一
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　後端部には火炎遮蔽板が設けられています。この火炎遮蔽板は，バーニア

エンジンの取付台となり、またζエンジンセクシ、ヨン内部への有害三熱影

響を防いでいます。

第5－1図　N一∬ロケッ“ト全体図

固体補助ロケット

第で段メネン士ンジン

1

．

　　　　　　　　」q星フェアりンク
@　、ア．91m

，’．一、

A、齢 P’

　　　　　　　、q星分離部
@　　　　　　　　　第3段2．09m
Xピン’・テーブル　　　　’一’ 一r

●

ガイダンスセクション

3段／衛星分離面

Q段／3段分離面

P段／2段分離面

謔Q段推進系
インクステージ　　　　　第2段

@　4．72m　　　　　　　　　5．99m

2．44mψ

全　長「

R5，36m

ツト

@　・　　　　　　冊鴫

塔Wン

　燃料タンク

Zンタ・ポティ・セクション

@　　　　　　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．⊃一

_化剤タンク．

@　　　　　　　　　　　」

@　　　　　　　　　　、@スカート・セクション　　　　　　　、

@エンジン・セクション

回り段

Q2．44m

　馳

@　L．　へ　　　■

噤
@
ψ

　　、．

一267

倫

爾
、
，
娼

駐
愈
雌
簗
鰹
F
黙
4
ら
も
ロ
悶
－
乞
・
∵
函
N
I
め
駅

N
ふ
汽
H

《

』

N
一
●
一
＼

ム
築
三
四

一
附
ふ
ヘ
ギ
・
ム
ー
二
上

一27一

◎

ミ
爵
残
敵

心

x
然
コ
笛
｝

N
m
示
ヘ
ギ
・
ヤ
爪
終
・
然
N
M
や

N
然

噛’

る
レ
ト
K
・
祇
λ
マ

馳
鯵

　
　
　
　
“
‘
距
｝
「
…
5

　
　
　
　
　
　
　
　
具
汁
誌
ー

ー

劇
烈
，
・

　　

@　

D
鰍

　　

@　

@　

@　

ｩ
蝋
麟
離

　　

@　
@　
@　
@　
@　

@
瞬
麟
ド



室

ゲ

（2）第1段推進系統

　第1段推進系統は，酸化剤及び燃料として，それぞれ液体酸素（LOX）と

RJ－1とを使用したタービン式の推進システムで，約77tonの推力を

約270秒間発生するメインエンジンと姿勢制御用の補助システムであるバーニ

アエンジンとからなっています。第5－3図に第1段推進系統を示します・

　メインエンジン（第5－4図）は，潤滑系統・ニューマチック系統，ガス発生器，

始動系統，推進薬供給系統から構成される単独始動の固定推力形式で，再始動及

び推力調整を行う機能は有していません。メインエンジンは油圧駆動アクチュエ

ータによリジンパリングを行い機体の姿勢を制御することができます。第5－5図に

同エンジンの外観図を示します。

　潤滑系統は，ターボポンプギアボックスの潤滑と冷却を行うためのものです。

ニューマティック系統は，機体の窒素ガス極熱器から供給される高圧窒素ガスを

利用し，各種バルブの開閉の制御，燃料及び酸化剤両スタートタンクの加圧を行

います。

　ガス発生器は，燃料と酸化剤でターボポンプタービンを駆動するための燃焼ガ

スを発生させます。発生した燃焼ガスは，ターボポンプタービンへ流れ，タービ

ンを駆動した後，排気ダクトを通して大気中へ排気されます。排気ダクトの手前

には熱交換器が装着されていて，排気ガスの余熱を利用して少量の酸化剤から機

体側の酸化剤タンクの加圧用と）酸素ガスを発生させます。また，飛行中の燃

料タンクの加圧は，窒素ガスで行います。ターボポンプは，タービン駆動の遠心

ポンプで，燃料及び酸化剤をそれぞれのタンクからメイとエンジン，バーニアエ

ンジン及びガス発生器に供給するためのものです。

始動系統は，始動時の際にメインエンジン，・・一八アゴンジ当ガス発生器へ

推進薬を供給するためのものです。その主な構成部品は燃料スタートタンク，酸

化剤スタートタンク・加圧制御バルブ等です。塔タ∴・帆タンク岱の推進薬の充てん

は機体の燃料，酸化剤タンクに推進薬を充てんしている商に行われます。そして始

動シ「ケンスが開始するとスタートタンクは窒素ガスで加圧され，各エンジン友

びガス発生器さ推進薬が送り出されます。
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第5－4三三1段液体ロケットエンジンの概要図

　　　　　　　酸化剤（液体酸素）入口
　　　　　始動タンク

　　　　　　　．5　　　　　，
　　　　　　　　　　　は燃料（RJ一、）入。“ @1
　リレーボックス

　熱交換器

排気系統組立

　　リドゆ　　　　　

　δ弼　・

。　誌総　奨

導壽

、　　　　　ピッチ・アクチェエータ取付部
　セ

’　　；と；諺妾

酸
畜
蓼
　漫

開も

話．　　潤滑剤混和器

　　燃料配管（RJ－1）

　　ガス発生器

　　ジンバル装置

　　　ヨー・アクチュエータ取付部

燃焼室

第5－5図　第1段液体ロケットエンジン（MB－5）の外観図

　　　　推力伝達用フレーム　　　　　　　リレーボックス

　　　　　　　　　　　、蕊勲嫉　蝋緊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ターボポンプ

始動タンク

燃料配管

スラストチャンバー

　　再生冷却
　　　燃焼室
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　メインエンジンの始動は，まず，ガス発生器燃焼室での燃焼を火薬式イグナイ

タで開始させて，ターボポンプタービンを駆動させ，これに伴って燃料及び酸化

剤のバルブが開き，ついでメインエンジン用点火薬が燃焼室に送られ，これが燃

焼室内で酸化剤と接触点火することにより開始されます。

　バ｝ニアエンジンは，N－1ロケット第1段の作動中の・一ル制御用の推力，

第1段液体・ケットメインエンジン停止後の推力調整，姿勢制御及びロール制御

用の推力を発生する機能をもっています。推進薬はメインエンジンと同じであり，

メインエンジン作動中はメインエンジンターボポンプから供給を受け，メインエ

ンジン停止後はスタートシステムから供給を受けます。第5－6図にバーニアエンジ

ンの概要図を示します。

第5－6図　第1段液体ロケットバーニアエンジンの概要図

　　　燃焼室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自燃性燃料容器

ジンバル
（ヨー軸）

’

推進薬供給組立

（軸

j

禽
　
ー

ジンバル
（ピ・チ，・一ル軸）

　　　　　　　一　燃料弁　　　　酸イヒ斉U弁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

（3）第1段電気系統

　第1段電気系統は，主として第1段機体に搭載された各種の電気及び電子機器

へ直流電力を供給します。また，外部電源と内部電源の切換リレーを有し，地上

に導ける操作及び点検の聞，エンジンセクションに取り付けられたアンビリカルコ
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ネクタを介して，外部電源を供給できます。また，第1段計測系統は・各システ

ムの機能の点検のため，工場内ゐ点検から射場における点検・整備・最終カウン

トダウンに使用し，更に飛行中の各システムの機能モニタのために使用します・

　計測データは，テレメータ送信機により地上テレメータ受信局へ送られます・

5．3．2．固体補助ロケット（SOB）

　固体補助ロケットは固体推進薬ロケットで，第1段機俸外周に9本装備さ

れ，発射時の推力を増強するものです。固体補助ロケットは打上げ時6本着火し・

6本の燃腋了後回り3本嫌回します・朧は撚焼終了後9本同時に行います・輪

第5－7図に固体補助ロケットの概要図を示します。

第5－7図　固体補助ロケ1ント（SOB）の概要図

略．ン
結合用金具　　スラスト・ノズル

／

約0．79祝

円筒部

前部ドーム部 後部ドーム三

三5－8図　インタステージの構造

アクセス●ドア4豪く

5．3．4．第2段

　「

＼スプリング・アクチュエータ

点火装置

破壊装置

約7．25翫

5．3．3．　インタステージ

インタステージは・第・既第2馳齢す礪一体◎第ユ，2段艦用のガ

リングァクチュエータが装備されています・これは第・馨とボル嚇合されていて・

第、．2段艦離は第・段とともに艦されます．勲；外板には機体内部の点検

．整備のためのアクセス・ドアが4か所設けられて与り『ます。第5－8；図にインタステー

ジの構造を示します。

一32一

＼アイソグリ蒲瑚板

　　　第2段は，1基のエンジンを装備した液体推進薬ロケットでナ。推力飛行中は，

　　ジンパリングにより機体の姿勢を制御することができます。また，コンポーネント

　　支持構造ガスジェット装置が取り付けらμていて，第2段推力飛行中のロール制御と，

馬慣性飛行中のピ・チ潮汲び恥ル希㈱呵能です・ぐ
　　　な澄・第2・3段分離後，第2段が追突するのを防ぐために，第2段を減速ナる

　　逆噴射（レトロ）推力システム（ヘリウムガス噴射式）がコンポーネント支持構造

に装備されています。　　ノ

（1）　第2段機体構造

　，第2段機体構造は・ガイダンスセク、ション，ミニスカート，サポートトラス及

び推進薬タンノから構成されています。

　　ガイダンスセグションは，N一皿ロケジト第2段の主要電装品（誘導機器，テ

　レメータ送信装置，指令破壊受信装置，制御電子機器電源装置等）の格納部とな

．つています。推進薬タンクは，燃料タン4と酸化剤タンクが1枚の共通隔壁で仕切
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られているインテグラルタンクです。構造は，ステンレス合金製の3個のドーム

と1個のシリンダを円周方向に溶接結合したものであり・直径約1・8m・長さ約

2．73mの円筒形をしています。

　コンポーネント支持構造には，油圧装置，推進薬供給系機器及び配管等が設置

されています．第5－9図・に第’2段機体構造を示します。

（2）第2段推進系は，エンジンと推進薬供給系，ガスジェット系とから構成され

ています。エンジンはアブレーティプ冷却エンジンです・第2段エンジン概要図

を第5－io図に示します。

　　　　　　　　　　　　第5－9図　　第2段機体構造
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　第2段推進系は，酸化剤及び燃料としてそれぞれ四三三二窒素とA－50とを使

用したガス押し式推進システムで，約ム57tonの推力を約38、6秒発生

する能力を有しています。

　第2段エンジンの燃焼室は，アブレーティブ冷却方式で，これにノズルスカー

ト（コロンビウム合金，輻射冷却方式）を結合して膨張比65を得ています。．

　第2段エンジンのスラストサポートアセぞブリは，エンジンの推力を機体に伝

える役割とともに，エンジンの首振り機能をも果たすもので，油圧アクチュエー

タによリエンジンをアクチュエータ面内で±3．30動かすことができます。

　第2段推進薬供給系統は，推進薬タンク，・三三器∫タンク加圧システム・推進

薬供給系配管類及びレトロシステム等から構成されています。三巴器に貯気され

たヘリウムガスは，ヘリウムレギュレータで約16．2kg／c孟に調圧され推進薬タン

クに流入します。推進薬は，第2段エンジン燃焼中タンク内のヘリウムガス圧によ

り押し出されエンジン側に供給されます。エンジン三三停止時に・気蓄器内に残留

したヘリウムガスは上段との分離時における逆噴射（レトロ）推力発生に用いら

れます。気山器は，外径約0．6mの大きい球形気三三2個と内径約0．4mの小さい

球形気蓄器1個とから構成されています。

（3）第2段電気系統　　　　　　　　　　　　　．

　第2段電気系統は，主として第2段の各種装置あるいは，．コンポーネントに必

要な直流電力を供給します。また，電力系統は外部電源と内部電源の切換リ・ヒー

を有し，地上チェックアウト時はアンビリカルコネ4タを介レて外部電源を供給

できます。また，誘導系統からのシーケンス信号を受舛・電力を各装置に供給す

るしくみになっています。

（4）　第2段計測系統

　第2段計測系統は，各システムの機能の点検のたや塗手場内の点検から射場に

託る点検∫黙カウントダウンに使用し・更に瓢中の各システムの機能シ

ステムの機能モニタのために使用されます。計測データ’はうテレメータ送信機解

より地上テレメータ受信局へ送られます。．　　　　　　　編

弔6一

檎
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5．3．5．第3段

　第3段は，1基の固体ロケットモータを装備し，第2・3段分離後，衛星に所定

の速度を与える機能をもっています。

　第3段固体ロケットモータには，衛星との接続部としての衛星分離部が取り付けら

れています。第2・3段分離後の第3段をスピン安定させるため，スピンテーブル

にはスピンロケソトモータが装備されています。スピンテーブルは，第2段と第

3段の結合体であるとともに，飛行時に旧いて，第2・3段分離前に，第3段にス

ピンを一与えるものです。GS－2の場合は、ノミナル90rpmにスピンアップされます。

　な澄、スピンテーブルのスピン方向は、ETS－W、GM二一2、GS－2とも、

機体後方から見て時計回りです。第5－11図に第3段固体ロケットモーータの概要

図を示します。1
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第5－11図・第ろ段固体ロケット・モータ概要図』

約1．68m

約1．25m
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ターミナル・モジュール

メカニカル・タイマ

皿

副搬送波変調器

TM3パワー・デバイダ

アンテナ　ホイップ4個

衛星分離用電池

3段テレメータ分離コネクタ　1

加速度計

　（ヨー，スラスト）

メカニカル・タイマ

／

タイマ・テスト・コネクタ

3段テレメータ同軸分離コネクタ

計測器用三池

1

加速度計（ピッチ）

偶、

断面AB－AB図

慣性センサ’ユニット　．2段制御電子機器

　　　39。45ノ
　　　　パワー・シーケンス
ディストリビューション・ボックス

　　　　　　　3軸加速度計
蟻テレメータ・インタフゴス装置

　　RFシールド・パネル

厘 309。45ノ

　　　　リミミ．　　　◎o◆

懸．　％
　　　　！　　〕・珍

誘導計算機

　　　　　RT2パワー・デバイダ

　　　2段テレメータ送信機
｛
讐

聡
§
筆
癖
ン
，

CDRパワー．デバイダ庵1，癒2

RTr容ワー・デバイダ

－219。45！　　　指令破壊受信機％1，癒2

コントロール用電池　・，

禽・8

12go45ノ’

　電流センサ
2段テレメータ・づッケージ

血
　　計測器用電池
　　　（上側）．

エンジン用電池噛

（下側）

断面CD－CD

二407

　　衛星分離部は、衛星と第3段固体ロケットモータを結合する構造体であって、

衛星分離機能に必要なすべての装置類及び3段テレメータ装置を搭載するもの

　です。衛星分離部の基本構想（第5－12図）は、異なった衛星を第3段固体

　ロケットモータに変更なしに結合できるようにするこどです。今回の打上げに

はGS－2aミッション用に開発されたG：FR：P製衛星分離部1型が用いられて

　います。

　　第3段電力系統は、第3殺テレメータ送信装置、衛星分離部タイマ及び火工

　品に直流電力を供給します。な誇、地上に澄ける操作及び点検の問ζ第S段テ

　レメータ送信装置への電力は、第2段アンビリカルコネクタから衛星フェアリ

　ングを介して、AGEカ〉ら供給できます。第5－13図に第2段、第3段の電装

品及び破壊機構火工品装備位置を示します。

　　第3離計測系統は、衛星の分離に関する情報及び衛星に与える機体側の環境

情報等をテレメータ送信機によって、地上へ送信するものです。

5．3．6　衛星フェアリング

　　衛星フェアリングは、整備塔後退後の発射台上において、衛星及び第3段を

　大気及び太陽からの輻射熱から保護し、飛行中においては衛星及び第3段を空

　力荷重、空力加熱、音響ノイズ等から保護し、所定の環境条件を維持するため

　のものです。

　　な澄、衛星フ土アリングは、外部の負荷条件が保護を必要としない程度に下

がった時点（通常第2段エンジン点火後）で分離i投棄されます。第5－14図

　に衛星フェアリングの分離機構の概念図を示します。．
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第5－14図　衛星フェアリング分離機構概念図

衛星フェァリング ノンコンタミネーション分離装置
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5．4　　　　言秀　導　　・　希1」　そ卸

　N－Hロケットの誘導方式（第5－15図）は，慣性誘導方式であり，2段に搭載

されている誘導計算機と慣性センサにより，1段，2段の誘導・制御が行われ，ロ

ケットの各種誤差，風等により生ずる軌道誤差を修正します。

　ロケットはあらかじめ計算機に読み込まれたプリプログラムレート信号によっ

て飛行しますが，1段飛行時の空気力の影響がなくなるころか．ら誘導が開始されま

す。誘導計算機は，慣性センサユニットによって計測される機体の角速度，加速度

データをもとに，時々刻々の位置・速度を計算し，目標値と比較して誘導方程式を

解き・誘導信号を出します・また，必要な時期に・誘導計算機は分離指令などのイ

ベント信号を出します。2段燃焼中，目標軌道に達すると，第2段エンジンに信号

を出し燃焼を停止させます。

　N－Hロ”ットは，第1段及び第2段に姿勢制御機能（第5－16図）を有し，第1段バ

ーニアエンジン燃焼停止から第2段エンジンスタートまでの期間を除き，発射から第2段

燃焼停止後の姿勢修正までの間姿勢制御が行われます。第1段の姿勢制御方式ぼ，メ

インエンジン燃焼中はメインエンジンによるピッチ及びヨー制御とバーニアエンジ

ンによるロール制御を，また，メインエンジン燃焼停止後は，バーニアエンジンによ

るピッチ，ヨー及びロール制御を行います。ロケラトの座標軸を第5－17図に示します。

　第2段の姿勢制御方式は，第2段エンヅン燃焼中は，第2段エンジンによるピッ

チ及びヨー制御と，ガスジェット制御装置によるロール制御を行い，第2段エンジ

ン燃焼停止後はガスジェット装置によるピッチ・ヨー潟町ロ』ル制御を行李ます。

　なお，第3段は第2・3段分離前にスピンをかけて姿勢をスピン安定させます。
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N一∬ロケット誘導・制御方式

ディスクリート信号

操舵信号

コ
　
一　　　　一　　　一　　一　一一

パワーシーケンス
ディストリビューション

ボックス

2段制御
電子機器

○

ガ界ジェット

2段エンジン

1
】
ー
ー
1
」

計算機

航法計算

誘導計算

制御計算

操舵信号

〆

、

1段制御

電子機器

ハーニァエンシン

＼

1段エンジン
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第5－15図
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稿^

静

5．5分離機構
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　N－Hロケットは発射後、衛星を分離するまでに第1段／固体補助ロケット

　分離、第1段／第2段分離i、第2段／衛星フェアリング分離i、第2段／第3段

　分離及び第3段／衛星分離の5回の分離を行います。

　　第3段は衛星分離後、残留推力による追突を避けるためヨーウエイトを切り

離して衛星軌道をはずさせます。

　　分離概念図を第5－18図に、ヨーウエイト分離；運動概念図を第5－19図に示

　します。

第5－18図　Nr7Hロケット分離概念図

　　　　　　　！3段『・衛星分離

　　　　　　　ヨーウエイト分離

＼

1段・固体補助ロケット分離
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第5－19図　ヨーウエイト分離運動概念図

3段残留推力

／三道
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6．射場システムについて

　　　6．1　種子島宇宙センターの概要

　　　　　種子島宇宙センターには、N一皿ロケットの打上げ、地上に診げる組立・点検

　　　　と飛行中の追尾、保安用コマジド送信、テレメータデータ取得並びに人工衛星の

　　　打上げ前点検、ロケットへの取付け、打上げ時及び軌道上の追跡、テレメータ受

　　　信、コマンド送信等を行うための諸施設設備が整備されています。

　　　　　また、これらの作・業を安全確実に行うための各種指令管制設備、地上安全設備

　　　及び飛行安全設備などが整備ざれています。
船
　　　　　このほか・竹崎射場（小型．ロケット打上げ）、固体ロケソト燃焼試験場、r液体

　　　　ロケットエンジン燃焼試験場があります。

　　　　　また・種子島以外に・N一皿ロケッ下で三三衛星を軌道に投入するまでの問、

　　　　ロケットの飛行状況の監視、テレメータデータの受信及び飛行安全の機能を実施

　　　するために、小笠原（父島）及びクリスァヌ島にそれぞれ、ダウンレンジ追跡所を

　　　置いて、種子島宇宙センターの機能を補います。

　　　　な澄、種子島宇宙センターの概要を第6－1図に、N射点三三要図を第6－

　　　　2図に示します。

論・
＼几
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6．2　種子島宇宙センター各系の概要

　　N一皿ロケット打上げ作業に診ける各系の概要は次のとおりです。

　6．2．1指令系
　　　指令系はロケット打上げ作業の神経系統をなすもので・指令管制棟（RGG）

　　に中央指令卓、各種表示装置、指令電話装置・標準時刻設備・飛行安全設備，・

　　地上安全設備、光学データ処理設備等があり、打上げ時に澄いて実施責任者が

　　射場、発射管野師、筑波宇宙センター、ダウンレンジ追跡所等の情報を集中管

　　理します。また、指令管制棟では電子計算機により、ロケット飛行データ、テレ

　　メータデータ、あるいは光学データによって飛行経路の解析を行い、飛行に異・

　　常が発生したときは大崎及び野木の保安用ヨマンド送信設備を通してロケット

　　破壊指令を発信します。

　　　発射までの作業ぼ発射管制棟を当体に行い、指令管制棟ではこれをモニタし

　　て射場の他のステーシ。ン並びに小笠原追跡旧び列スマス翻追跡所ζの

　　調整を行います。

　6．2．2通信系
　　　指令管制棟を中心としてマイクロ波通信設備、公社専用回線ケーブル等に

　　より各種データ、音声、映像、標準時刻信号等必要な情報の伝送を行います。

　6．2．3射点系
　　　大崎射場射野冊には、Nロケット用の移動整備塔、発射台、、ロンチビルディ．

　　ング、アンビリカル塔等からなる組立発射設備があり、また支援設備として各

　　種運搬台車、転倒台車並びに高圧ガス、燃料及び酸化剤の貯蔵供給設備等があ

　　ります。これらの設備と各種調整点検用装置により、ロケ．ットの発射台への搬

　　入、組立、調整、点検及び推進薬等の供給を行い、ロゲソトの発射を行います。

　　　また溌射管制棟ではエンジン誰進薬・総機開戦の管粥置溌射

　　管制軸あり謝点降けるζれらの組立溌轍麹管珊チェ・クアゥト・

　　及び発射を行います。

　6．2．4電波系
　　　電波系は、『ロケット搭載電子撫器を対象とするレーダ系・テレメータ系・コ

　　マンド系並び瞳星総電子簾碑象とするテレメー孫・爵ンド系・ド
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　ップラ系、RARR系からなります。レーダ系としては、誘導レーダが野木レ

　ーダステーションに、精測レーダが宇宙ケ丘レーダステーションに設置されて

　います。

　　これらのレーダは、ロケットを追尾し、その位置、速度等の飛行経路のデー

　タを取得します。これらのデータは、指令管制棟に伝送され、飛行安全弁にも

　用いられます。

　　ロケットテレメータは、中之山テレメータステーション、増田テレメ一幕ス

　テーションに設置されていて、ロケット飛行中の各部のデータを記録します。

　また、取得されたデータは飛行安全のためにオンラインで指令管制棟にも送ら

　れます。

　　衛星テセメータ、コマンド装置及びドップラ追跡設備は、増田追跡管制所に

　設置されていて相互に連絡をとります。

6．2．5光学系

　　第3（門倉）、第4（大崎地区）の光学観測所及び第f飛行安全観測所（木

　崎地区）があり、また指令管制棟に光学データ処理設備があり、大崎地区に設

置される3ヵ所のスカイスクリーン観測点とともに飛行初期の飛行安全用の情

　報を得ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

6．2．6気象系

　　射点付近には風向、風速観測用80m鉄塔及び20m鉄塔があり、その回気

　象測器を指令管制棟に備え、打上げに必要な風向、風速等のデータを指令管制

棟で収集します。

6．2．7試験系

　　ロケット系は、第1、ゼ第2ロケット組立棟、固体ロケット試験棟、スピン試

験棟、発射管制棟、整備塔等に、それぞれ試験点験設備を備え、薫れそれ単体

並びに全段組合せの点検を行います。

　衛星系は隔衛星試験棟、第3段衛星組立棟及び発射管制棟に試験装置を備え

点検並びに地上電源等の供給を行います。

　　また、3段固体・グットモータについては、非破壊試験棟においてX線検査

装置による非破壊検査が行われます。
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　　な澄、非破壊検査をはじめ第3段組立チェックアウト、スピンバランス試験、

　オードナンス試験その他危険を伴う試験装置は危険試験系として地形建物を利

　用して相互に危険のないように配置されています。

6．2．8・支援系

　　電力については竹崎、大崎、野木、宇宙ケ丘及び増田のいずれにも自家発電

　機が設置されていて、商用電力の利用では十分でない場合には自家発電により

　電力供給が可能です。

　　大崎地区の水については貯水池が設置されていて、この水を必要箇所に供給

　しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　搾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬

　　このほ・か大崎射場内、増田地区等の道路を整備し、消防車、救急車、トラッ

　ク等必要な車両及び消火設備が整備されています。

6．2．9管理系
　　種子島宇宙センターの管理は竹崎地区において全体的掌握を行うとともに打

　上げ期間中に越、沓地に旧いて機能を発揮できるようになっています。

　　また、、各系の主票設備は第6－1表のと回りです。
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第6－1’表（1／4）　種子島宇宙センターの主要設備

種子島宇宙センター

（1）ロケット及び人工衛星の発射整備作業

主 （2）　ロケット追尾及び飛行安全

要 （3）ロケットテレメータデータ取得
機 （4）－衛星の追跡管制

能 （5）地上安全 一

⑥　その他

分類 主要設備（設置場所，主な使用場所） 主　要　機　能 備　　　考

発射指令設備 発射準備状況の把握と作業管理，各種
’

（指令管制棟，発射管三三） 管理及びロケットの点検と発射作業

飛行安全設備（指令管制棟）・ ロケットの飛行状況の把握とコマンド 飛行安全卓，XY
指 送信設備の遠隔操作 プロッタ等表示

装置，スカイス

クリーン等を含

む

時刻設備 標準時刻信号の発生，種子島宇宙セン

令 （大崎，野木，増田，宇宙ケ丘） ター内各設備の同期

電子計算機（指令管制棟） 飛行安全計算，スレーブ計算，発射性

確認計算等

地上安全設備 地上安全の把握及び管理
一

系 （指令管制棟，南海上監視所）

アンテナスレーブ’葡u 飛行安全用計箕機ゐ出力等により三崎
（大崎，野木，中之山） 野木，増田，宇宙ケ三三地区のレーダ

テレメータ，コマンドのアンテナをズ

レーブする。．　　　　　　　　　’

マイクロ波通信設備 各地区間の通信連絡及びデータ伝送等

（野木，増田，中之山，宇宙ケ丘，第

－3光学，内之浦）
・通 ｝「

指令電話 作業連絡，緊急連絡，一斉指令，部分

信．

、，　．　・

指令，専用連絡’ C打合せ等

放送設備　　　　　　　　　、 指令管制棟，発射管制三又は管理本館

から各地区へ吋
系

．田々公社専用通信回線ヒ

@　　　　　　　、
筑波宇宙センターとの連絡，デ』タ伝 曜小笠原6クリス

運・ マスとの連絡は

筑波経由
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第6－1表（2／4）　種子島宇宙センターの主要設備

分類 主要設備（設置場所，主な使用場所） 主要　機　能 備　　　考

Nロケット組立発射設備（N温点） 整備塔，ランチデッキ1アンビリカル
劣等のN一」皿ロケット射点系を構成す

る設備で，N一巫ロケットの組立整備

射
及び発射に使用する。

点
Nロケット組立発射支援設備（N射鳶○ N一三ロケット組立発射設備に付属し

ﾄ射点系での作業を支援するAGE

系
　　　　　　　　　　　　　　　　　「iロケッ．トに直結した点検装置類）。

（
大
崎

慣性誘導装置アライメント計測装置

i誘導装置計測室）’

慣性誘導装置のジャイロ基準軸（方位

p）を測定する。

） 高圧ガス供給設備（N射点） N一皿ロケット射点作業に使用する

He，N2の高圧ガス製造，貯蔵，供給
を行う。

燃料酸化剤供給設備 N一皿ロケット用燃料酸化剤の供給

Nロケット試験設備 N一皿ロケット第1，2段の組立，点．
（第1，2ロケット組立棟，整備塔） 検

スピン試験装置（スピン試験棟，計測 N一皿ロケット第3段のスピンテスト
棟） 等

N白ケット火工品試験装置 丼一皿ロケット用火工品の試験

（ロケット組立棟，整備塔，固体ロケ

試
ット試験棟）

誘導装置点検装置 N一皿ロケットの誘導機器の点検　’
〆

（発射管制棟，整備塔）

トランスポンダ・デコーダチェックア N一皿　ケット第2段トランスポンダ

験

ウト装置（発射管制棟） ・． fコーダの点検

ロケットテレメータチェックアウトi装 N一皿ロケット第’1，2，3段テレメ
．置（発射管制棟） ニタの点検及び打上げ初期め｝レメー

タの受信

CS－2b射場チェックアウト装置
　　　　　　　　　　　　ノ
bS－2bの射場における試験

系
（衛星試験棟）

衛星用地上電源供給設備等 射点での衛星の点検作業時に使用する●

（発射管一棟，素点） 電源の供給等

ヒドラジン充唄装置（HLC－ j 　　　　　　　　　　　＼、q星へのヒドラジン丁丁

（第3段衛星組立棟）

r「

Nロケット火工品回路試験装置 N一：皿ロケット火工品回路の試験　　㌧

（整備塔，発射管制棟）

x線検査装置
i非破壊試験棟）’ AKM及び第3段モータのX線検査等
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第6－1表（ろ／4）　種子島宇宙センターの主要設備

分類 主要設備（設置場所，主な使用場所） 主要　機　能 備・　　考

小
型
ロ
ケ

TT－500A型ログット組立，点検，
ｭ射設備（竹崎霧雨）

TT－500A型ロケットの組立，
_検及び発射

ッ
ト
系

へ

誘導レーダ設備（野木） ロケットの追尾データの取得

精測レーダ設備（宇宙ケ丘） ・ケットの追尾データの取得

電
　　　　　　〆
鴻Pットテレメータ受信設備 ロケットのテレメータデータ（N一
（中之山，増田）

皿ロケット1，2，3段）の取得　　　、

（自動追尾可能）

波 　　　　　　　　　　　　　　、♂Rリメーション設備 地上電波設備のアンテォ装置等のコ

（上里，中割，増田） 」メーション

保安用コマンド送信設備L ロケットの推力停止，破壊コマンド 飛行安全卓からの
系 （大崎，野木） の送信・ 遠隔操作により運

用される

ドップラ周波数測定設備 人工衛星の追跡管制、

衛星コマン「ド送信設備

衛星テレメータ受信設備
（増田追跡管制所）

第3光学観測所観測設備 ロケットの飛行状況の記録（70％，
（門倉） 赤外線自動追尾式）及び飛行安全用

光 角度データの取得

第4光学観測所観測設備 同　　上

学
（大崎）

飛行安全光学観測設備 ロケットの飛行状況の記録（35％，
、

系 （第1飛行安全観測所） 手動追尾式）及び飛行安全用角度デ

一タの取得

二三高速度カメラ（N射点プ ロケット高射状況の記録

気象観測識備（大崎）　　　・ 80m気象塔を中心に設置されて齢 》

’り射忌め地上気象状況を観測する。

気ヒ 馳、

気象表示設備（指令管制棟） 観測された地上気象データの記録・
象 表示　　　　　　　　　　　　　．

系 Lバンドレーダ設備（竹崎） エコーレーウィンの追尾気象デー
タの取得
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第6－1表（4／4） 種子島宇宙センターの主要設備

分類 主要設備（設置場所，主な使用場所） 主要　機能 備　　　考

パイ・ロットバルーン観測設備（大崎・

|崎）

パイロットバルーンによる観測

気
　
象
　
系

気象用ファンシミリ受信設備（指令管

ｧ棟）

天気図等の受信

気象衛星三三装置（指令管佑1錬） 「気象衛星（ひまわり2号）」から

ﾌ雲画像受払

射場支援車両（大崎・竹崎） （各種台車，消防車，撒水車，フォークリフト等）

水源給水施設

i大崎・竹崎・野木・増田）

射場内の用水の確保

発電施設（大崎・竹崎・野木・：増田・

F宙ケ丘）

射場内の安定した電源の確保

排水施設（、射場内各所） 射場内の排水の処理

屋外消火施設（同上）・ 射場内の防火対策の措置

液体燃料及び酸化剤貯蔵所（大崎） 液体燃料及び酸化剤の貯蔵

支
　
　
　
　
　
　
　
　
援
　
、
　
　
　
　
　
系

点火薬庫（大崎） 点火薬の保管

第1固体燃料庫（大崎） 固体ロクソト，AK：M，火工品の保管

第2画体燃料庫（夫崎） 固体補助ロケット等の保管層

中央倉庫（第1ロケ。ト組重棟） ロケットの補用品及び設備の予備品の

齦狽ﾌ保管，管理等

洗浄設備（射昂支援棟）
雛系地上三三の部品嘩浄　　　　　　　　　　　．、へ　．

分析設備（同上） 推進薬，酸化剤等の分析

AGE保管庫（大崎）

@　　　　　　　一

，ロケット打上げに係るコン7イギ三

戟[シ。ン変更に伴うN－1ロヶ。
g1あるいはN－Hロヶ。ト遊休AG

dの保管1

観望台（大崎）．． 　　　　　　　　　　－謐ﾞ・　　　　　　　、．・

管
理
系
防災センター（竹崎）及び守衛所

i竹崎・大崎）

防災ゼン4一を中枢ζする警備業務

@　　　　　　　　　　　　　　岡
安
全
系
・

海上監視設備． ．船舶の航行の監視及び予測並びに航、

ﾕめ記録

一58一

称
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6．ろ　小笠原追跡所の概要

　小笠原追跡所は、種子島宇宙センターからの電波的可視範囲外に診けるロケッ

トの追尾、テレメータ受信、コマンド送信、ダウンレンジ飛行安全の確認を行う

ための整備等が整備されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　小笠原追跡所の主要整備を第’6－2表に示します。

　　　　　　　　　　　第6－2表　小笠原追跡所の主要設備

小　笠　原　追　跡　所－

主
要
機
能

（1）ロケット追尾及び飛行安全

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
i2）ロケットテレメータデーターD取得

分類 主要　設　備 主’ v　機能 備　　　　　考「

飛行安全男憎

@　r

ロケットの飛行状況の把握とコマンド

乱M設備の遠隔操作
飛行安全卓，XYプロッ
^等表示装置等を含む

指
　
　
令
　
系

時刻設備 標準時刻信号の発生

電子計算機一 飛行安全計算，ネレープ計算

アンテナスレーブ装置 計算機の出上等によリアンテナをスレ

[ブする

指令騨 作業誌面等
一

通
　
信
　
系

法送設備・ 拡声放送

電電公社専用通信回線・

@　　　　　　　　び

筑波宇宙センターとの連絡ゼデータ伝一
種子島，クリスマス昂との連絡は筑波経由　　　、

小笠原精測レーダ： ’ロ”ットゐ追尾及び追回データの取得

’

電
　
、
　
波
　
　
系

「ロケットテレメータ受信設備

@　　　　　　　　　　　、
保安弔≒マヒト＝送信護備、、 飛行安全卓からの遠隔携惟にゆ運用さ樋・

コリメーション設備 アンテナ装置等⑱コリメーシヨン
♂

支援車両 （給水車，バ庵）唱支
援
系 発電施設 場内の安威した電源の確保

二59一
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6．4　クリスマス移動追跡所の概要

　クリスマス三三追跡所は・種子島宇宙センター及び小笠原追跡所からの電波的

可視範囲外に診けるロケット、人工衛星のテレメータデータの受信、投入軌道推

定等を行うための設備が整備されています。

　クリスマス移動追跡所の主要設備を第6－3表に示します。

第6－5表　クリスマス移動追跡所の主要設備

クリスマス移動追跡所

主
要
機
能

（1）ロケットテレメータデータの取得

i2）衛星電波追跡㈱

分願 主要設備 主要機能 備　　　　　考’

時刻設備 標準時刻信号ゐ発生’

指
令
系
アンテナスレーブ装置 スレーブ介タ等によリアンテナをス

戟[ブする

作業用電話 作業用通話
〆通

信
系 衛星通信端局 筑波宇宙センターとの連絡，データ伝 種子島，小笠原との連絡

ﾍ筑波経由

電
　
波
　
系

ロ、ケットテレメータ受信設備 ロケットのテレメータデータ（N一皿
鴻Pットの2・．3段）の騨（自韓尾可能）

コリメーション設備
　　　　　　　　　　　　　　ノ
Aンテナ装置等のコリメーション

支
・
援
系

1発電施設 場内の安定した電源の確保

㈱　qs－2b／N11㈹では、衛星電波追跡は実施しない。

二6卜

臨
俘
．

　　　　　　　　　　　　　：Z　打上げの実施について

Z，1　打上げ隊の組織

　　通信衛星2号一b（CS－2b）を所定の軌道に投入し、南星搭載機器の機能を

確認する打上げ段階及び初期段階までの業務を実施する打上げ隊の組識は第F V－

　1表に示す．と回りです。

打
上
げ
実
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責
任
者

　
　
　
触
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亀8
壕

ス2　発射整備作業

　　CS－2bは、昭和58年5月中旬に種子島宇宙センターに搬入し，受入れ

検査等の後、6月27日から整備作業を行います。一方、Nロケット11号機

　（：F）は、昭和58年6月上旬に種子島宇宙センターに搬入し、6，月7日から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　機体整備作業を行い、昭和ら8年8月1日からカウントダウン作業に入り，、

　8月6日に打上げの予定です。

　　GS－2b／Nロケット11号機（F）の全体スケジュールを第7－2表に示し

　ます。
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　　　Z5打上げ方式
　　　　　Nロケット11号機⑨は、通信衛星2号一b（CS－2b）を搭載して種子島学

　　　　宙センター大崎射場N発射点から、当初垂直に発射されます。ロケットはリフト

　　　　オフ後約3秒から約8秒の間にロールプログラムによリロケットのピッチ面を方

　　　　位角92．5度の方向に向けたのち、ピッチプログラムにより姿勢を傾け、その後所

　　　　定の飛行計画に従って太平洋を飛行します・この間光学設備及研レーダ設備によ

　　　　る追尾とテレメータによる計測を実施し、ロケットの飛行状態及び動作状態を監

　　　　回します。ロケットは搭載誘導機器からの誘導指令により、所定のパーキング軌

　　　　道に乗り、その後赤道上空付近まで慣性飛行を続け、この慣性飛行中にト、ランス
馬8
　　　　ファ軌道へ移るたあの姿勢変更を行います。赤道上空付近で第2段エンジンを再

　　　　着火し、第2段・第3段分離後引き続いて第3段モこタを点火して、第3段・衛

　　　　星を！ランスファ軌道へ投入します．その後徳星は、南緯約3度、西経組4蹟、

　　　　高度約191㎞に旧いて第3段から分離されます。

　　　　　な澄、トランスファ軌道上において分離された通信衛星2号一b（GS－2b）

　　　　の追跡管制は第8章において示すところによります。

　　　　　Nロケット11号機⑳のリフトオフから衛星分離までの飛行計画を第7－3表

　　　　に、また、飛行経路及び地上局の運用計画を、それぞれ第7－1図及び7－4表

　　　　に示します。
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第7一ろ表　Nロケット11号機（F）の飛行計画

　　　フェアリンク
　　　　　　　分離⑮

　　　　　　　　β

第り段／

第2購

野瀬
分離

ﾂ㍉
　　　打上げ

／

　
　
　
道

　
　
　
鋤

　
　
　
物

　
更
し

轟
．

⑱
姿

　　．／

／第2段燃焼（『回目）

／

回り段燃焼

0

慣性飛行

地’ 表

数字は打上げ後の飛行時間（秒）

　　　　　　　隔⑳

スビンアツブ

　　　第3段／衛星分離
　　　　　　　　　へ

、

トランスフウ軌道投入
　　　　　　　　　、

為

事　　　　　　　　　象 発射後経過時間 距　　離 　　　　9a@　度・・ 慣性速度：

　　　　／ｪ　　秒、 ㎞ ㎞ ．k輪

1，　リフトオフ 00　　00 0 ．0 約　．04

2．ロールプログラム開始 03
3．　　　．・〃　　　終了 08
4．ピッチプμグラム開始 08
5．固体補助ロケット6本燃焼終了 38、 約　　　1 ．約　　・5『‘ 約　0．σ

6。　　　　〃　　　3本点火 39
7．　　　　〃　　　3本燃焼終了 り1　　18 約　　10 約　18 約　0の

8．　　　　〃　　　9本分離 1　　25 r

9．ピッチプログラム終了． 4　　25　．

10．、メインエンジン燃焼停止 4　　32 約　362

約
・
1
0
1
ギ 約　49

11．バーニアエンジン燃焼停止 4　　38

12．第1・2段分離i 4　　40 約　396 約108 約　4β

13．第2段点火 4　　46

14．ピッチプログラム開始 4　　50

15衛星フェアリング分離 5　　00

16．ピッチプログラム終了 11　　14

17．第2段燃焼停止 11　　14
約、2，523　　　ρ

約213 約　7．8

18．慣性飛行時ヨープログラム開始 11　　46

19．　　　　　〃　　　　　　終了 14　　46

20．慣性飛行時ピッチプログラム開始 18　　02

21．　　　　　〃　　　　　　終了 20　　01 1．／　　　　1

22．慣性飛行時ヨープログラム開始 20　　01
、

23．　　　　　〃　　　　　・終了 20　　08

24．第1回目姿勢制御開始 20　　58

25．　　　〃　　　終了
Q6．第2段再着火・、

21　　58r

Q3　　10
　　　　　・
�V，6q4 約iワ6・ 約　7β

27．　　1〃『　燃焼停止 23　　18
約7，723　　　　「， 約175 ．約　7．9．

28．第2回目姿勢制御開始 23　　24 ／

29．　　　〃　　　終了 24　　14

30．第3段スピンァッブ 24　　18

31．第2・3段分離 24　　20

32．第3段点火　　　　　　　、． 24　　58 約』8，454 約171 約　7．9

33．、第3段燃焼終了

R4．第3段衛星分離

25　　42

u26　5＄
約8β16
�X；548

約170・
�P91

約10．3・

�P0．31

35．第3段ヨーウェイト放出． 27　』00
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第7－1図（2／2）　CS－2b／N11（F）飛行経路（鉛直面投影）

第1段落下点

第1段燃焼停止位置

300

、
00
0

0
、
¶
⊥

9
臼
、

，’　一一
、

第2段第1回目燃焼停止位置

、
、，、

■『、、『

、

1
↓
O
1

500

1，000 　　1，500

地表面距離（km）

2，0QO

2，500

、

魁

B燃焼終了

@　、SOB落下点・

　　　　　　　0

@　　　　　　　　　　　拡大図

@　　　　　　　　　　　　11　2　　　　　　　　　　　　　1

@　　　　　　　　　　1

@　　　400
sx㎞　　200　　　　　　　　　　　　で

@　　　　　　」@　　　　　　　　　’

@　　9

　　　　　　　　　　　5　－　　　　　6

@　　　　4
@　　　　　　　　　地表面距離X1，000km
R　　　　　　　パーキング軌道

・　8　詫　　　　　　　　　　　　9．　　　　　　　　　　　　／　　　N＼　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，000

A　　　　　　　　　　　　　　　　　トランスファ軌道近地点

＼　＼、

@　、＼

@　　　、＼　　11　　、

@　　　　トランスファ軌道
@　　　遠地点へ

　　　　　　時点パラメータ

SOB燃焼終了 臼OB落下 1段燃焼停止 1段落下 2毅燃焼停止 再着火燃焼停止 3段点火 3段燃焼終了 3段／衛星分離 ノ

発射後時間　sec 78、 327 272 880 674 1，398 1，498 1，542 1，618

‘　　　‘

｣表面距離・㎞ 9．9 23．9 362 1，957 2，523 7，723 8，454 8，816 9，548

高　　　度　k皿 18．3 0 101 0 213 175 171 170 191

慣性速度m／sec 92を 一 4，851 「　　　一 7，783 　　　．V，922 7，927 10，283 10，264

緯馳@度　deg 30．40N 30．39N 30．17N 27．69N 26．35N 5．81N 2．31N 0．62N 2．70S

経　　　度　deg　　　｛ 13i．07E 131．22E 134．72E 150。85E 156．36E 159．53W 15394W 151．15W 145．46W

‘

一
“
一
1

ぐ‘三

三
・愚
で：三

遍7－4表（1／5）　地上局の運用計画CS－2：b／N　11（F）一追尾データ取得・テレメータデータ受信一

SOB　9本分離　　　　　　　　　　メインエンジン燃焼停止　　　　　　　　　’　　　　　　2，3段分離　　　　　3段点火
　　　　85・0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　271石　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14603　　　　　　　　　　　　　1498．3

rOB　3本燃焼終了　　　　　　　　　　1，2段分離　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スピンロケット点火　　　　　　　3段燃焼終了

シニケンヌ・オブ・イベント

　　　　．、，77．7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　279」5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1458．3　　　　　　　　　　　　　　　　1541．9

rOB　6本燃焼終了　　　　　　　　　　　　2段点火　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2段燃焼停止　　　　　　　　　　　3段衛星分離

　　　38．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　285．6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1398．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1618，3

rOB　3本点火　　　　　　　　　　　　フェアリング分離　　　　2段燃焼停止　　　　　　　2段再着火　　　　　　　　　　ヨーウェイト　出
39・0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　300．0　　　　　　　　　　　　　　　673．8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1390，1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16203

発　　射　　後　　秒　　時 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　500　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1000　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1500

追
　
　
尾
　
　
デ
　
　
一
　
　
タ
　
　
取
　
　
得

　　　　　　．、内

�@　　　学　　　　系

?ﾘ誘’導　レーダ

?ﾘ・捕捉　レーダ

F宙ヶ丘精測レーダ

C小笠原精測レーダ

　0
@　　　　　　　　　可能な限り追尾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EX－30　28　　　　　　　　　　　　　　　　440　　553　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LOS

@　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　ココ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EL＝O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EL：≧5

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L層「
@018　　　　　　　　　　　　　　　　　　　437　　　551　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寧

@　　　　　212　283　　　　　　　　　　　　　　　　641　717

テ
レ
メ
1
タ
デ
置
タ
受
信
，

中・之　山テレメータ〆：増　　田　　テレメータ

ｬ笠原テレメータ

Nリスマステレメータ

0　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　439　　　553

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、r閲
O　25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　440　　　553

@　　　　　212　283　　　　　　　　　　　　　　　641　717　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、㌦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1238　1315　　　　　　　　　　　1576　1646

@　　　　　　　　　　　　　　　　㌧
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第7一4”表《2／5）　地上’局の．運用計画CS－2：b／N11（F）一実時間処理一

1
↓
鱒

SOB　9本分離　　　　　　　　　　メインエンジン燃焼停止 2，3段分離’　　　　　3段点火

　　　　85，0
rOB　3本燃焼終了　　　　　　　　　　1，2段分離

271．6　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1460β　　　　　　　　　　　　　　　1498．3

@　　　　　　　　　　　　　　　　スピンロケジト点火　　　　　　3段燃焼終了

・シ「ケンス。オブ’イベント

　　　　　77．71「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　279．6

rOB6本三三終了層 @　　　　　　　　　2段点火

　　　　1458．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　1541，9

Q段燃焼停止　　　　　　　　　　　3段衛星分離

SOB　3本点火・

38．1

@　　　　　　　　　　　シェアリング分離　　　　2段燃焼停止

285三6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1398．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1618・3

@　　　　　　　　　　　　　　　　2段再着火　　　　　　　　　　ヨーウェイト放出

39エ）・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　300．0　　　　　　　　　　　　　β73．8 1390，1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1620．3

発　・射　　後　　秒　　時r
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　500　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1000　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1500

X－30分　　　　　　70「　　　180

INRSσS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　INQLOD

モード 自　動　選n択「

光学／レーダ レーダ レーダ自動選択 クリスマス局ヘデータ送出大　崎　計　算　機

@　　　　　　　　、

　　　P＊1
Zンサー
@　　S率2 光学／レーダ レーダ DIGS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼・、
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ス4　打上げに伴う安全確保

　宇宙開発事業団は、Nロケット11号機（：F）の打上げの実施に当たり、戸ケットの

整備、組立て、打上げの各時期を通じ、安全確保の徹底を図り、射場内外の人

命財産等に対する危害を防止し、併せて公共の安全の確保を最重要事項として万全

の処置を講じています。

　その概要は、以下に示すと澄りです。

7．4．1　打上げ隊の安全組織

　　打上げ業務に直接従事する役職員をもって打上げ隊を編成し、そのなかで打

　上げ隊の安全組織と権限を明確にします。安全組織は下表に示すと回りです。

　打上げ実施責任者の下に、射場安全憎憎、飛行安全主任をおき、射場安全主任

　は、ロケットの整備組立ての段階からロケットの打上げの全期間を通じ、射場

　に澄ける安全に関する業務を総括します。また、飛行安全主任は、ロケッ

　　トの打上げから落下予想区域にいたるまでの間の飛行安全に関する業務を総括

　します。

打上げ実施

責任者

射場安全主任 射　　場　　安　　全　　旧

記法定保安責任者

飛行安全主任 飛鮨行　　安ツ　全　　班

ダウンレンジ飛行安全班

射場安全係

警戒監視係

射点安全三

面　　備　　係

7・4・2　ロケットの整備・打上げ時の安全対策．、

（1）警戒区域等の設定　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　’　　　　誌

　　　ロケット¢！整備組立期間たおけるロケット等の貯蔵庫内保管時、固体ロケ’

　　ット試験棟における試験及び保管時、ロケヅト等の射点搬入以降組立、、打上

一74一

駄一
三
▽
．

醜

　げ整備時において、それらの保管及び作業場所の周辺には、安全の確保を徹

　回するためにそれぞれ必要な警戒区域を定めて・注意喚起の立札等を設け・

　要所に警戒員を配置して、関係者以外の人が立ち入らないよう、’協力を求め

　ることとしてお・ります。

　　打上げ当日に旧いては、第7－2図に示すと回り射場丙は射点中心半径

　2，200m以内の区域を警戒区域として、次のような取扱い管理を実施しま

　す。

　①　2，200m以内の警戒区域内に、指定又は許可を受けた関係者（報道関

　　係者等）以外の一般の人が立ち入らないよう協力を求めます。

　②　射場周辺の陸上警戒については、鹿児島県警察本部及び種：子島警察署に

　　依頼し、とくに射場内の警戒には当事業団が当たり、必要な立札、標識等を

　　表示し、要所には警球員が配置されて警備の徹底をはかります。

　③　警戒区域内では、必要最少限の隊員のみが打上げ終了まで屋内外で作業

　　を実施し、それ以外の隊員は指定建造物内に待避します。

（2）海上におけるロケット落下予想区域の設定

　　海上に澄けるロケット落下予想区域は、第7－3図に示すとおりとし、当

　該区域には海面落下蒔間に船舶が立ち入らないよう’協力を求めます。その警

　戒については、海上保安庁警備救難部、第十管区海上保安本部及び鹿児島県

　に依頼します。鹿児島海上保安部には当事業団から連絡員を派遣して緊密な

　連絡を行います。更に、海上三ついて船舶による警戒を行うとともに射場か

　ら海上監視レーダ及び光学監視並びに目視による監視も併せて行います。ま

　た、航空路については、あらかじめ運輸省航空局から航空機の航行安全を図

　るために打上げに係る「ノータ杢」を発し、情報が提供されます。また・木

　阪航空局鹿児島空港事務所及び大阪航空局種子島空港出張所に協力を依頼す

　’るとともに、種子島空港出張所に当事業団から連絡員を派遣して、緊密な連

　絡を行います。、

一75一
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7．4．3、安全基準及び安全教育

　　上記のほかに、安全に関する規程、基準等の整備をはかり、安全教育、消防

訓練等を実施します。

第7－2図　打上げ当日の陸上警戒区域

N
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　　　　　種
　　　　　孟　　N・ケ。ト・・臓（F）打ザ当日四獣［鐵

墓疹
『

竹崎守衛所

　飼　　0．8㎞

　　　　∂貞一

　　　　　（＝♪・

TT－50、OA型ロケット．13号機

　　　　　　（

P

TT二500A型ロヶ野ト発射点

　　　　　1§8：羅ζ暑二　翌）

炉　　　　．

打上げ当日の陸上…警戒区域

一76一

　殊三

士
）

第7一ろ図 Nロケット11号機i（：F）の固体補助ロケット，第1段及び

衛星フェアリング落下予想区域
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8．通信衛星2号一b（CS－2b）の追跡管制について

8．1　追跡管制システム

　　追跡管制システムは、入工衛星の追跡、軌道の決定と予測、姿勢の決定、軌道

及び姿勢の制御並びに衛星の機能保持等のためのテレメータデータの取得と処理

　及びコマンドの送信等を行うことを目的としています。

　　宇宙開発事業団の追跡管制システムとしては、中央追跡管制所、および増田、

勝浦、沖縄の各追跡管制所を用いて運用します。，また、初期段階の初めには米国，

航空宇宙局（NASA）の追跡管制システム（STDN）の支援を受けて追跡管制を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群実施します．醒鱒灘の機能翻の際は通信赦送醒機構歯よび日本三三

信電話公社の一協力を受けます。

　　これらの追跡管制システムの蠣を鄭『1図に・また・各追跡管制所等ρむ

　要設備を第8－1表に示します。’

　　な澄、上記の追跡管制システムの機能は、次のと回りになっています。

　8．1．1　宇宙開発事業団の追跡管制システ云（第8一¢図参照）

　　（1）　中央追跡管制所

　　　　中央追跡管制所は、筑波研究学園都市内の筑波宇宙セッターに所在し、人

　　　工衛星打上げ用ロケットの打上げ宰犀及び打ち上げらμた人工衛星に約する

　　　追跡管制の中枢的機関として次の役割を担っていま一す』，

　　　ア）ロケヅトの打上げ支援－
　　　　　人工感応げ用ゴケ。トの取得デ虫飛行安全データを小笠原働¢

　　　　所及びクリスマス移動追跡所から筑波宇宙センター中央追跡管制所の中継

　　　　コンピュータを介して種子島宇宙センター大崎指令管制棟IRGC）に伝送

　　　　します。

　　　イ）入添星の追跡　　　　∫．’
　　　　　二面及び距離変化率（RARR）方式による埠跡デー’タをオぞライン伝送

　　　　方式で受信し、電子計算機で軌道の決定及び予報のための計算を行います。

　　　ウ）人工衛星の管制　　　　　　　　　　　　　　　　9．’

　　　　　人工鯉のテレメータデづをオンライ四．ア・三三で監視し・電子
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鈴

　　　計算機によリテレメータデータの処理、衛星動作状態（姿勢を含む）の解

　　　析及びコマンド計画の作成を行います。

　　エ）追跡管制システムの統括

　　　　以上の打上げ支援、人工衛星の追跡及び管制の業務を確実かつ効果的に

　　　実施するため、中央管制設備及び通信設備により、各追跡管制所、関係機

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　三等に対してスケジューリング、指令連絡調整及び支援を行います。

　（2）勝浦追跡管制所

　　　勝浦追跡管制所には、GS－2bの追跡及び管制を行うために第8－1表に

　　示す設備が装備されています。

（3）増田追跡管制所

　　　増田追跡管制所は、種子島宇宙センターに所在し、GS－2　bに対し追跡管
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱
　　制を行う。な澄、GS－2bはコールドロンチのため、打ニヒげ前の電波テスト

　　は行いません。

　　　同所には、第8－1表に示す設備が装備されて仏ます。

　（4）　沖縄追跡管制所

　　　沖縄追跡管制所は、L第8－1表に示すとおりドップラー計測のみを行いま

　　す。

　　　　㈱　第3段、衛星分離まで衛星に電源が投入されない打上げ方式。

8．1．2　米国航空宇宙局（NASA）の追跡管制システム

　　NASAの三二管制システム（STDN）は、’全世界をカバーするものですが、

　CS－2bの追跡管制に使用するシステムはSTDNのうち、アゼッション局、

　オローラ・ルバレー局、サンチャゴ局、ヨールドストーン局、グアム局、ハワイ’

局、マドリッド局、グリンづルト局の各追跡局と、これらで取得したデータを

処理するゴダード宇宙飛行センター（GSFC）とで構成され、初期段階に用い

　られます（第8－3図・）。

8．ゴ3　通信・放送衛星機構および日本電信電話公社の地球局

　　初期段階後半において、衛星搭載機器の機能確認のため通信・放送衛星機構

　の君津衛星管制センターおよび目本電信電話公社の犬石無線中継所ほかの協力

　を受けますC第8－3図）。
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8．2　追跡管制組織

　　CS－9bの批鍛階及び初回階峰けや趨管．制は・即7邸示す
　打上げ隊の追跡管制部門により実施されます。・それ以降の定常段階．におサる運用

は通信赦野曝機謙引継がれます・4知淀瀬段階に趣て宇宙開購業団

は骸・放送棚機脚了職徹解の毎回嫌め．治要雄用を行うこと

があります。

8．ろ　追跡管制の実施

　　GS－2bの追跡管制業務は「1ロケットが衛星を分離するまで●の打上げ段階、ア

ポジモータ点火を経でドリフ願事投不民報星葉叢得即解繍灘の

　機能確認を行う初期段階並び頓ミッション業務を行う驚常段階から存孕ま、す。．打上

　げ段階はGS－2bがコー〉レド・ンチのため、追跡管制は行えず初期段階か』ら追町

　および管制が始まります。

　　な澄、各段階における各地球局（各追跡管制所♪の運用計両は、第8田2表、．

鄭二3表・第8－4表の・と籾です・ま斥・qS7回忌鋤彫ゆ可三間

　帯は、第8－5表に示すど直りです。

8．3．1r打撃げ段階　　　　　　　「’　■』、、1　，

　　祉げ段階は・打1上記日三跡轡uシ．ステムの輔牒三三らロケ・ト「

　が衛星を分離するまでの段階からなって・わり｛この期間中に痴ける衛星の追跡

　管制ほ行えま袖ん。なお、ロケットのリフトオフから衛星分離．までは・中央追

跡管制所幽いて、衝島宇宙セン．ター（大鱈場指令管制棟）か麩ら1れて

　‘くる情報により飛行状況を把握し・』衛星の追跡管制に締えまナ6

8．3．21初，期段』階

欄段階は・①トラソズファ輔7鋼ズ⑱ドウフ働道7デぢ及⑱

静嘩贈一三醐r蜘殺陣三四の旧び衛
　星搭載機器の機能確認り作業を行いま1す。、：

と艶噸醐一6表∵牽～地表醐第∵騨
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第8一ろ表　追跡管制局の運用計画

○運用する
一運用しない

ムバックアツプ運用（オンコール）

初　　期　　段　　階　　　　　追跡管制の段階地上局　　地上局設備

打　上　げ

i　　　階 クリティカル
t　ェ　一　ズ

以　　降
備　　考

勝
浦
追
跡
管
制
所

U　S　B

テレメータ

R　マ　ン　ド

ｪ　　　　距

hップラー

○
○
0
－
O
A
M
F
時

○
○
○
一

増
田
追
跡
管
制
所

U　S　B

テレメータ

R　マ　ン　ド

ｪ　　　　距

hップラー

○
○
○
O
A
M
F
時

○
○
○
一

沖縄 U　S　B ドップラー OAMF時 『

S
T
D
N

U畠B

テレメ』タ

R　マ　ン　ド

ｪ　　　　距

○
．
○
○

△
△
△

笛8－4表
ﾉよる

NT
s
邑
T
J

Cバンド

テレメータ

R　マ’ン　ド

ｪ　　　　距

一
一
一

○
○
O
l

ミッションチ
Fックに使用
ｷる。

㈱　S午DN：米国航空宇宙局（NASA）の追跡管制網

　TSCJ：通信・放送衛星機構
　　NTT：日本電信電話公社

・第8－4表　CS－2bで使用するNASA局と機能

局　　　　名 略　号 テレメトリ機能 コマンド機能 測距機能 備　　考

ア　セ　ンシ　ョ　ン ACN ○ ○ 」　○・

オ　ロ　一　ラ　ル ORR ○ 6 ○

サ　ン　チ　ャ　ゴ AGO ○ ○ ○

グリーンベルト B：LT ○ σ』 ’○

ゴールドストーン GDS ○ ○ヒ ．○　、
ミ
，

ハ　　　ワ　　　イ HAW ○ ○

グ　　　ァ　　　ム 　　、．fWM ○ ○ ・○　　博

マ　ド　リ　ツ　ド MAD ○ ○ ，○ 鞠

一86一

三
無
黙
ぼ
Q
’
9
《
咀
【
罷
下
湯
蝦
Q
霊
園
1
の
○

懲
，
、

網
▽

　勤8
璽）

ゆ
一
◎
○

曜
・
　
　
　
　
　
　
匙

’

田
　
　
　
　
　
　
　
終

無
　
　
　
　
　
趣

　
　
　
　
　
’
く
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
、

ミ
　
　
甑
　
　
一
、
ロ
　
　
k

□

ヤ
　
　
　
　
h
　
　
　
　
く

□

X
ー
ム
　
K
気
ミ
ー
ら
n

ゐ
　
ミ
マ
汽
1
》
＼

≧
　
執
、
罫
　
峯
　
ト

曹

N
　
　
m
　
添
　
’
X
　
ギ
　
ト

h
　
　
ヤ
　
ホ
　
　
N
　
本

塁
α
＜
寸
　
く

幽
く
σ
う
く

ノ

q
＜
N
　
ぐ

蟄
虫
嘲
羅
く
く

赴
円
転

　
　
　
　
咀
羅
迦
誌
製
ム
x
マ
ヤ
（
白
の
h
）
颪
壇

圏
　
8
　
。
。
【
　
2
　
コ
　
望
　
9
　
。
。
　
り
　
寸
　
N
　
蕊
　
爵
　
。
N
　
。
。
一
　
雪
　
演
　
臼
　
9
　
。
。
　
。

一87一

⊥

’



・
レ
製
款
勾

削
穿
⊥
藤

　
　
　
　
鳶
堕
資

　
　
　
　
　
　
　
集
黛
淘
慌
3

綻

『
、
：
－
－
一
「
；
　
「
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
：
；
一
ε
・
㌧
n
／
　
　
　
　
　
　
㌻
「
・
・
㌔
ー
ー
幽
一
F
「
…
1
脚
；
i
－
－
、
r
F
，
i
…
F
…
－
幽
一
E
’
弓
、
．
」
　
　
F
『
、
「
卜
’
F
「
，
5
霞
一
，
3
ー
ー
ー
ー
」
．
幽
一
！
唱
：
一
、
一
’
…
』
’
「
1
1
F
－
、
一
　
ト
鳳
　
D
㌔
　
－
－
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
　
　
」
　
．
　
1
．
　
r
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
」
」
　
　
　
β
「
　
　
「
」
　
－
一
　
　
　
　
ト
［
　
．
㌦

’
　
「
p
、
　
　
．

「．

。
鴨

。
8
　
　
　
　
。
8
　
　
　
　
。
§
　
　
　
6
婁
　
　
　
き
。
§
ロ
　
　
。
。
旨
　
　
　
　
。
§
　
　
　
　
。
8
　
　
　
　
。
。
。
　
　
　
　
。
8
　
　
　
国
。
。
≧
　
　
　
。
o
の

［
　
一
’
　
（
ミ
も
卯
＼
）
掴
蒔
ム
へ
塗

　
一
（
国
。
㊤
。
。
【
）
団
子
ヨ
継

。
8

，
！

、
一

ζ
回
気
1
即
、
黎
ト

P

、

M
｛
へ、
　
i
　
　
一
’
1
1

i
！
！
　
’

，
1

！

、
、

，
λ
一
　
（

Z

一
）
x
＼
！
！

a
ノ
ノ

’
ノ
！
／

！
／
。
O
の

＝
　
駈
　
唱

。O

／

／
象
H

／
／ 　

’
／

／
！
卑
o
o
’

！
／
！

距
O

！
／
！
象
寸

／
／
／

／
“
σ
・
邑

B
＆
」
／
／
ノ

卑
0

．
γ
！
！
　
！

，
黙
卜
　
「

！
／
／

／
卑
め
／

ソ
／

／
7
／

！
勲
。
。
臼
＝

！
　
　
’
恥
。
O

’

／

／
／

／
／

／
／

’
／
！

！
’
’
1
’
　
、

／
／
　
／

／
！
／　℃
／
／

／
！
！
ツ

／

／
！

θ

ノ

！
4
、
　
！

ノ
！
∠

ぐ

／
／
・
／
’

上
馬

！

！
！
！

0
’
ノ
／
ρ
／
　
「

／
’
　
　
　
ノ
ー

ノ
／
ハ

㌧
べ

＼
へ
一

1
　
　
、

、
＼

＼
「

O

ノ

’
ー
ノ

！
！
！
’
，
’

ノ
ー
　
　
　
1

V
＾ 　

、
　
、
、
，
　
’
　
一

、

＼
＼

＼

離
中
心
脛
・
謎
。
。
駅

（
皿
回
N
）

　
（
皿
回
一
）
』
三
二
三
三
N
燃

O

。
　
O

。O

Bっ

4

◎
勺

曳

・
・
、

し
2
●
　
’
　
’

ね

9

㌔
8

。O

00

べ

尽

㌍σ
〃

9

㌔

己

O

8

。
o
。
，
　
　
　
　
。
o
。
　
　
　
　
。
o
①
　
　
　
　
。
o
臼
　
　
　
　
。
8
州
・
　
　
き
。
o
。
。
一
国
　
　
　
。
o
雪
　
　
　
　
。
§
　
　
　
．
。
o
o
　
　
　
　
。
8
　
　
　
　
。
8
　
　
　
　
国
。
o
≧
　
　
　
。
8

触
，

誘
喬
阿
瞬
習
（
戯
N
I
。
Q
o
ヨ
＋
中
N
咄
睡
靱
蝦
圏
ゆ
ー
。
。
楓
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笏

繹
）

　
　
　
　
　
醗
“
　
の
火
　
M
点
　
A
　
　
　
⑧
　
　
　
、
ー
ツ
／
鯛
＼
＼
ポ
「
　
⑩
　
　
　
、

考
備

＼
／
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
ρ
　
道
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
更
　
　
　
囎
　
　
　
変
　
　
　
　
　
　
・
置
　
⑤
・
⑨
魏
　
　
　
雌
　
④
⑦
㎜
　
　
　
傭
　
⑰
ー
A
　
　
撃
／
　
驚

　
　
　
　
　
　
　
囎
　
　
　
　
　
　
　
4
・
N
論
　
．
ポ
～
舗
騨
嚇
騰
D
…
〃
ー
〃
　
D
　
〃
　
・
　
・
　
．
　
．
丁
　
田
　
　
　
　
　
T
　
　
　
田
　
田
　
田
　
田
S
　
増
、
　
　
，
S
　
　
増
増
一
増
、
増

／
・

S

間
時
過
経
後
馳
射
発

　
、
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
間
　
ゴ
．
2
6
　
2
7
．
5
1
　
4
6
一
5
4
　
3
9
　
3
8
　
解
　
3
0
　
1
5
・
時
時
　
　
－
－
－
－
－
．
．
．
．
．
．
M
月
　
　
0
5
　
1
2
　
1
5
　
1
6
　
2
3
　
2
7
　
3
7
　
3
8
　
日
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
一
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
「
約

」
」
「
■
　
　
「
　
　
　
7
　
　
8
8
　
　
一
　
　
　
　
吟

　
　
　
N
　
軌
＼
　
7
7
　
以
「
　
け
’
　
　
鵬
「
ノ
　
　
　
　
　
　
げ
1
　
　
　
　
　
上
1
　
　
　
　
打
1
　
　
道
　
！
　
　
軌
　
、
　
／
　
　
ト
　
ハ
助
　
／
、
・
　
　
　
！
／

　
7
海
ヒ
；
嵐
＼
①
／
．
髄
　
購
く
＼
　
フ
　
　
　
　
衛
　
勿
　
　
駐
，
即
濯
　
　
　
　
＼
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
＼
！
1
－
1
ー
、
＼

　
　
～
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
＼
　
、
　
＼
簸
＼
姿
＼
　
濾
・
魏
／

象
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
、
F
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
　
　
　
　
へ
入
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
－
更
・
投
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
変
　
　
　
　
　
　
　
雛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
麟
欝
ト
　
第
　
第
　
「
第
　
第
　
　
ぺ
　
第
　
第
　
　
第
　
　
ア
　
軌
　
　
静
｝
1
　
Z
　
3
　
4
　
5
　
α
　
乳
　
＆
　
9
　
α
　
」
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
ー
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

ρ
2



1
…
醤
i

閣
審
議
擁
聴
撞
飼
諜

（1）　トランスファ軌道フェーズ

　　このフェーズは、GS－2bの追跡管制上最もクリティカルな作業が集中し

　て回り、NASAのSTDN局を含む各追跡管制所からの追跡データをもとに

　ドリフト軌道投入のための作業を行います。

　1）人工衛星の追跡

　　　トランスブァ軌道投入後から第1アポジを含む周回では、国内の追跡局

　　の可視範囲外となるため、NASAのSTDN局で、　USBの測距により軌道

　　データの取得を行い、GSFGで軌道（6要素）の推定を行った結果が筑波

　　宇宙センター中央追跡管制所に伝送されます。

　　　中央三二制所では藻2アポ凋回膳の闘データを含めて最初の卵

　　軌道決定及び軌道予測計算を行います。

　2），人工衛星の管制　　　　　が

　　　勝浦、増田の両追跡管制所及びNASAのSTDN局において、姿勢測定

　　データ（太陽方向検出器及び地球方向検出器による三囲衛星の姿勢測定デ

　　ータをいう。以下同じ）及びハタスキーピングデータ（人工衛星の内部及

　　び外部の温度データ、電源電圧及び電流データ、各サブシステムの状態、

　　及び動作状況データ等をいう。）をUSBテレメータで取得レます。

　　　筑波宇宙センター中央追跡管制所においては、これらのテレメータデー

　　タを収録、処理及び解析して衛星の状態監視及び姿勢決定を行うとともに、

　　コマンド計画に基づきSTDNを含む各追跡管制所に対して、コマンド信号馳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騰
　　の発射の指令を行います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　な澄、トランスフプ軌道投入姿勢からアポジモータ点火姿勢への制御は、

　　2回の粗姿勢御近地点高度の変更および2回の精姿勢制御を経て実施され

　　ます。また、アポジモータ点火の際は増田、勝浦の両追跡智制所に加えて

　　沖縄追跡管制所に澄いてもドップラデータの取得を行います6

（2）　ドリフト軌道フェ』ズ

　　増田及び勝浦の両追跡管制所で、測距等’の追跡及び管制の作業が行われま

　す。　　　　　　　．、　　　　、　　　　　　　　　．　　＼　『

　　筑波宇宙センター中央追跡管制所では、テレメー．タデごタの収録、処理及

一90一

　　び解析を行い、軌道上の衛星状態の監視及び姿勢決定を行うとともに、これ

　　らの結果に基づき静止化の計画を作成し、姿勢軸の安定化やドリ〆フトレート

　　の調整等を行うために各追跡管制所に対して、コマンド信号の送信を指令し

　　ます。

（3）静止衛星軌道フェーズ

　　　GS－2bが静止衛星軌道に投入された後はドザフト軌道フェーズ

　　と同様に国内の追跡管制所により衛星の追跡管制を行うことによって軌道及

　　び姿勢の保持並び忙搭載機器の動作確認を行います。な澄、衛星搭載機器に

　　関する動作確認の際は通信・放送衛星機構および日本電信電話公社の協力を

　　受けます。

8．3．3定1常段階

　　定常段階は、初期段階終了後（打．ヒげ旧約3か月）から衛星ミッションが終

　了するまでをいいます。

　　なお、定常運用時の追跡管制は、通信・放送衛星機構によって行われますが、“

　宇宙開発事業団は通信・放送衛星機構㊧了解を得て衛星開発のために必要姦デ

　ータ取得のための運用業務を行うことがあります。
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11「辛算の推移

勘 L多

（単位：億円）

事項　　　　年度 44年度 45年度 46年度 47年度 48年度 49年度 50年度 51年度 52年度 53年度 54年度 55年度 56年度 57年度 58年度 累　計

人工衛星開発費
㊧　51

@59
F　10．2 ⑭1Z6
@41 15．6

⑫384
@291
⑭36L3
@766

⑲1148
@193．4
㊨4ao
@225，5
㊨879
@11a6

㊨2673
@1116
㊨25a5
@1477

⑭3291閲　200．0 ㊨1268
@28a2
⑭2890
@37a5

磯£7LO

@314．5 2032．7

ロケグ下開発費 ⑭340
@・1t8
㊨125
@5a1
⑭4a4
@6α0
⑭640
P0t8
㊧1192
@120．8

一㊨勤1070

@16G7
⑫8α4
@14Z4
㊨967
@115．7
⑭2896
@183．2

㊨1968
@30t4

一績＞13a2

@2871
㊥254．4

@28LO
㊨2866
@2794
㊨2558
@30t7

債26α5

@39α1 2β790

打　上　げ’費 α5　1 LO to L4 L5 8．7

⑭14a8

@6エ9
㊨778
@12a6
⑭　77
@130，9

㊨　a3
@71．6

⑭　42．2

45．6 487
⑭320
@742 8to 6998

種子島宇宙セン

^ー施設建設費
㊨1α5
@
　
エ
1
し

⑭　a2

@188
⑭　a1

@92
⑭6α0

@222
⑫55．4

@90．5
⑭162
@1076
⑬325
@45．5

㊨15．0

@4a4’
⑫468
@4L6

㊨5エ3

@562
㊨679
@98．3
⑫191
@75．3 36．3

㊨　エ2

@299
⑱2＆4

@42．7 724．6

出』

窓
熾
煤
D
門
’

筑波宇宙センター施設建設費 ㊨　qg

@q2
㊨　＆2

@4，3
⑲1a7
@12，6

㊨1＆1

@174
㊨154
@1＆4 32．4

㊨　t3

@a8
㊨148
@a8
㊨125
@25．5
㊨479
@4L3
㊥479
@9L9

⑱74．5

@55！1
㊨　1LO
@l14．2 529

債　L3
@12．7 4871

追跡管制贋 α5　・

㊨　25

@2．2 2．6 a3
⑭276
@12．9 40．6

㊨22α1

@9＆7
㊨2a1
@14エ8
㊨151
@202．8 7Z8

⑭328
@5＆3　幽
㊨3a1
@12L6 790

㊥　Z2
@9＆7

績　η10ao

瓦0498

地球観測情報
?@　理　　費 α5 α5

267
U1 3a4 195

㊥282
@1α7

㊨　167

@1＆4 33．1

彼　エ2

@180 14α2
一般管理運営費等

「28 噂5．8 63 n．2 「1t1 ．22．2 3α8 35．3 42．5

20

S99
㊨　上6

@54．2 572 6α3 64．7 65．7 52α0

計
⑯5α5

@2＆8
⑲264
@95．4
⑭7Z8
@95．8

⑭1421
@172．9

⑭2560
@284．3

㊨484．5

@454．8

⑭59＆9

@588、0

⑫27α4

@695．6

㊨4863幽7462 ㊨56＆6

V4a2
⑱54L9
@7ga2

働73＆4

@8471
㊨44L1層　9195 ⑲5840

P034．7

㊥5763
kO2Z7 a53a2

補助金

薄
　　　　ノ[般管理運営費等

25 74 10．5 14．5 191 24．7 35．6 42．5 ’5L3 5Gl 6α8 653 71．3 7a8 ．　74．1 6095

合h @　　計　・
⑭5α5

@3t3
⑫264
P02．8

㊨7τ8
P063
⑭1421
@1874
⑫2560
@30a4
㊨4845
@4795

⑲59＆9

@62a6
㊨27α4

@73＆1
㊨4863
@7975

⑰5686
V993
㊨54L9
@86α0

㊨73＆4

X124
㊨44U
@99α8

磧5840
k108．5

磧5763

tO工8 a142．7

聯48年騨には’国の予轍三分の72＆101千円（鰍出金）を臨

　　論三三・　（3，182，552，902　　391600，000）、

合 計 67｝8979，152，902

＼

義職員数の推移
年　　度 4・4 45 46 47 48 49 50 51 52 5’3 54 55 56 57 58
職員数（人）ド 151 248 346． 446 527 619 696 751 793 830 861 880 894 904 912



1
㊤
①
一

4．我が国の人工衛星一覧 （昭和58年5月現在）

衛星名
1打上げ

N月日

‘’

q星の
@重　量
C』 i㎏）

近地点

aD度
i㎞）

‘遠地点

a@度@、（㎞）
軌　道
X三角．
i度）』

周　　期　「

@て分）

．打上』げ
鴻Pッ　ト

：全長
im）

直径
im）

重量
it） 形式 備　　　　　　　　考

お夢すみ．， 4a・』2ユ1・ 24 345 5，147 31．1 145 L－4S－5 16．52 0，735 9．40 4段 わが国の人工衛星

たんせ　い ’46．2．16 63 990 1，110 29．7 106 M－4S－2 23．6 1．4 43．8 4段 試験　衛星

し』

�ｹい 46．9．28 66 874 1，870， 32．0 113 M－4S－3 23．57 14 39．45 4段 第1号科学衛星

で．「 �@　ぱ 47．1 W．19 75 ．246 6．563’ 31D 161 M－4S－4 23．70 1．41 43．50 4段 第2号科学衛星

たんせい2号 49．2．16 56 289 3230 31．2 122 M－3C－1 20．24 1．41 41．54 3段 試　験　衛星

たい』 諱@う 50．2．24 86 254 3ρ74 31．6、 120 M－3C－2 20．2 1．41 41．5 3段 第3号科学衛星

ンき‘
@　∫厄く． 50。9乳9 82．5 977・ 1，1Q4 47．0 106 N1（F） 32．6 24 90．3 3段 技術試験衛星1型

う　　　　め 51．2．29． 139 990 1ρ12 69．7 105 N2（F） 32；6 2．4 90．3 3段 電離層観測衛星

たんせい3号 52．2．19 129 790 3β10 66．0 136・ M－3H－1 「23．8 1．41 48．7 3段 試験　衛星

き・く　2　号
5
2
．
2
．
‘
2
3
、 ユ30 静　　　　止 23時間56分 N3（F）、 32．6 2．4 90．3． 3段 技術試験衛星H型

ひまわ　り 52．7．14
r，3r5 静　　　正 巨3時商56分・ デ％盈麹卜 35．36 2．44 132 13段 気　象　衛星

、さ．．く　．ら 52・12，15∫ 340 静　　　　止 23時間56分 〃 35．36、 2．44 132　・ 3段 実験用通信衛星

きょ一つこう 53．2．4、 126 ．555 3，936 65．0 ．133．． M－3H一．2 23．8 1．41 48．7 3段 一三5号科学衛星

到や2号 53．12，161 1．41、 978 1，222 694 ’．

P
0
5
、

N4（F） 32．6、 、24 90．3 3段 電離層観測衛星

ゆ1　．う・ 53．‘
S．8 355 二静・　　　止 23時間156分 ㌃畜蹟ガ 35．36 2．44「 132 3段 実験用放送衛星

：じき、けん T3．9．16 90 250 「31，500 30．0 9時間10分 M－3H－3 23．8 1漣r 48．7 3段 第6号科学衛星

画ヒや　φ
，、54．’ Q．6 　　　」E130 193 34，41．1 24．1 「10時間・4牙 ．N5（F＞ 32β 24 90．3 3段

実験用静止通信衛星（静正に失敗）

はく、ちょう「 ・54．221 96〔ド 545一 ・577， Q92．、 96 M一．3c」4 20．24 1．41 41！7 3段 第4号科学衛星

たんせ偽4号 55．・2．17． ，1．85 521 馳606 ’37．8 96 、M－3S－1 ．23．8 1．41 49．5 3、段． ・試験　衛星

、あやめ』 Q号 55．2．22 130．． 187、 3551．0 245 幽10時間26分 N6（の 32．6 2．4 ’90．3 3段 　　　　　　　　　レﾀ験用静止通信衛星（静止に失敗）

5　　　　　　　　　　　　　　　　口

Cき　く　3．・万 ・56．2．11 ’638 　　「Q23 35，824 28．6 10時間36分 ．N7（F）． 35．4‘

@’
34 134！7 3段 技術試験衛星W型

ひのと　り． 56．2．21 ユ90 577・ 643 31．4． 1時間37分 M－3S－2 23．8 1．41 ・49．5’ 3段 纂7号科学衛星

．ひ蛎り2号 5奄・「8．11 ．296　「 、静　　　　　止「 23時間56分 N8（F） 3ε4㌧ 24 134．7
：3殺‘ ・気　象　衛星

き，く　4　号 ．57．、9．3． 385 ∫96与’ ．1234． 45 1時間47分』 珂9（F） 32．6・「 24 903 3・段 技術試験衛星皿型

・さくら2号悟 58．2．4 326 静　　　　止 23時間56分「1 N10（Fう 35．4 2．4　「 弄34・7 3段 通信衛星2号一a

七11ん、ま 58．2120・ 220 490　　　　　　　570　　　　　31．8 95 M一3S－3 238 1．41 49．5 3段 第8号科学衛星

ぐ驚 鴨

ノ

纈 ’》

6．国別、’嵭ﾞ別人工衛星打上げ成功率
（1983年2月28日現在）

1
り
↓
1

　　　国r別、
~類’

ソ連 、米 ・i寒 カナダ ：佃、 仏 豪
ESA／
dSRO

独 日本 仏融 NA皿o 中国 オランダ スペイン
インド インド

lシア
チェコス

鴻oキア
合　　計

技術開発衛星
’』 T49 2（1） β〔2〕 r2 」

9

2 2255
1501 ＊＊＊ P0

科　　学　　衛　　星11 125 16（6） 4（4） 4（4） 5（1）〔2〕 ユ（1） 11（11） ＊6（5） 8 1（1） 1（1） 1〔1〕 1〔1〕 （35）〔6〕

、』 氏@　探一　i奪　　機 ・29一 30、 59　’

：、衛．星　探　査　機 ・．23 、19．、 42

．有．人　宇　宙、船’ 52 、＄4 86

逓　！信　衛、星 、斗371
ユ、13 ’4④ 7⑦ 1ω． 1（1） 2（1） 5（2） 2（2） 5（5） ＊＊2（1） 2（2） 271（26）

｝気　　象　　衛’星 246 46 ．2（1） 2（1） 2（1＞ 98（3）

航行衛星（航空即事） 32 32

‘1測「　地　　衛　　星／ ・　15 4 、19　　1

地球南湖衛星 7
．

2〔2〕 「9〔2〕

、ぞ1・め∫他 ．igE 7 　．Q 28

「12 ’11 r5 「　17『「 2 17 ＊6 26 2 5
＊＊＊
P0 1 1 ＊＊7 2 ．　1 2899

1合　　　　　計、 1797 977 （11＞ （11） （5）

②
・
』
〔
4
〕

（
2
）
ヒ
」

（13） （5） （3） （2） （5） （1） （1） （1）

k3〕

（2）

〔1〕

（64）

k8〕

注，：1．∬C　）内の数字は米国以外の国が米国の中ケットにより打ち上げた数。

　’2．〔　〕内ρ数字はソ連以外の国がソ連のロケ野トにより打ち上げた数。

　　3．＊ドィヅリ人工衛犀㊧，う、ち1個は7ヲンス⑱ロクッ、トによ「り打ち上げ。　　　、

　　4．料・インドの人工衛星のうち1個はESAのロ．クットにより打ち上げ。、

　　5．1ソ連のコスモス衛星、層米国の軍事衛星等ミラシゴン不明のものは～技術開発衛星どして分類。

　　6，1インテルサットの通信衛星は米国の通信衛星として分類。

　　7．1981、年の3個同時打上は1個としている、
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①
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①
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回
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ス　衛星通信システム

　　　（1）衛星通信システムは、衛星と宇宙の電波中継所とする無線通信システムです。

　　　　その特徴は

　　　　一広大なエリアを通信区域とできる

　　　　一一地震等の災害に強い　　　　，　　　　　　・　　　　ノ

　　　　ー大量の情報が送れる，

　　　　などです。

　　　（2）　GS－2は通信需要の拡大に．～二たえ、，災害時の通信手段等として使われます。
　《欝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CS－2a　CS－2b

繭、剛ーノ

　
撫
麗
ロ
ヘ
ヤ
躯

　
薪
鉤

／
．

　愚磨

　　　　弓》＿
聯　　　’しメ．

’
2

追跡管制局
（NASDA）

追跡管制局

（通信・放送衛星機構）

・非常災害時通信

　震災、台風などの大きな災害発生時に、被害を最小限に止めるために必要と

　される通信手段の確保。GS－2は非常災害時の通信途絶や混乱に対処し、固

定局、可搬局、車載局などの地上施設と一体となって、公衆・公共業務用通信

回線をバッ．クァップします。

・離9島　通　信　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　従来、品質が悪く巨線が多くとれない短波通信めみに頼っ、て矯た小笠原諸島

を始めどした離島地域に、GS－2によって質のよい電話回線が確保されること

一99一



　　

@　

@　

@　

@　

@　

@嘗

　となります。また新たに、高速のデータ通信やテレビ伝送ができるようになり

ます。

・臨時通信回線

　大規模な博覧会、国際会議などに旧いて必要とされる臨時電話回線を車載局

などを用いてスピーディに設定します。

　そのほか、地上の通信回線の一時的な輻湊（ふくそう）に衛星回線を三三て

対処します。

・通信衛星に関する技術の開発

　　コンピュータ社会、情報化社会の到来とともに、ますます多様化し増大する、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恥
通信需要。GS－2の開発、運用からもたらされる各種データは、今後計画され

　ているGS－3を始めとする大型、大容量四通衛星のための研究、開発に役立て

　られます。　　　　　　　　　　　…

（3）　静止後、GS－2は、まず宇宙開発事業団による各種の衛星チェックを受けます。そ一

　の後、衛星の管理に関しては通信・放送衛星機構が、利用に関しては亭々公社等

　の利用機関が、これを行います。GS－2は日本本土、離島を含む日本全土の数多

　ぐの固定局、可搬局、車載局と一体となって、様タの国内公衆通信、公共業務用

　通信に活躍します。　・

一100一

、麟一／
　　　　．　　　　　ノ　　車載局
　　　’，　　　　　　　　／

　　　’　”　　　”　　　　，ρ　鞠●oρ
　　　、’　　　　　　8

　　　　　亀
　　　　　　●．噺、　　　　　ρ’

　　　　　　へ　　　　　　　　ら　　　ノ　　　　　　　　　も　　　　　の　　　　　　　　　ロ

．シ6，、，っ　＼く鵡
　　　も　ユ　　　　ノ　　　　しロのノ
　　　　，”　／　　車載局
　　　　く　　　　　　ノ
　　　ノ　　　　　　ノ
　　　もξz’）’

　　　ζっノ

　　　　　　　　　｝

綻薮1矯璽／～

．
撃

　　　　　　　－

車載局

　　　　　　　ζ、！

　　　／／淵幽／

i麹ず
　　　も’固定局

t二：，

通信衛星利用システム構成概念図

一101一
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，三際豊録

ﾔ　　号
名・　称

r所存、国‘

i機関）

打上げ
N月日、

消　漉1年月日
打．上　げ

鴻Pソト名
近地点
i㎞）

遠地点、

i㎞）

問　姐（分）

軌道傾
ﾎ（度）

重　量
ik9）

基地 備　　　　　　　　考

1965・．

@・28A
インテルサット1，

インチ、・サ鋤
65．4．6、 ソーデルタ ’35，000・ 36，586 1．4364 359．9 39 ．E

大西洋上に静止、初の商業通信衛星、

Aーリーバードともいう。240音声回線。

1・965－　　30A

モルニヤ1、1号・ ソ 65．4．23 79．8．ユ6 ・A－2－e

　■

u548　　9 39，957 ブ07．3 65 1，000 Ty
ソ再三の通信衛星。モルニや型衛星

ﾕ馨駁毬藻財利なよう

1965一

@．34C
‘LCS1与， 　米．

ibOD） 65．5ボ6 タイタンHIA 2，7．76 2，789 1・45．6 32ユ1 34 E
受動型気球。

^ィタγ皿A最後の打上げ。

1965

@80A
モル箭ヤ12号 ソ 右51044 67．3．17 A－2二〇 5．00 40，000 ク19 65 1，000 Ty 仏ソ問TV中継成功。

1966－

@35A
モルニア13．号 ソ 馳6．6．4．25 ．73・6・11 入一2－e 499 39，500、 710．41・ 64．5 1，000 Ty 雲分布写真も送信。

ig66十

A53B㌣H
IDCSP1～7一号

　米
D（Dob） 66ポ6．16 タイタン皿C

3訂・00・ 3寓OQd r　1，340 0．1 45 E 国陣通信用。8つ子衛星。

1966－

@96A
弔ゲ砺ト宜「

@　　　　：F1
インデル馬ト 66．10．26 ・82．9二7 ソーデルタ 299 37，649、 669．6 26・4斗 87 E

箭止に失敗、ラニパードともいう。ア

|ジモワタ87kg。66．10．31透信停止。

196ウ．

@　1五

、イシテルサ・晦　　　　　F2

：イン勃弱ト 67．1．11
ソ「デノヒタ　　　　売 3亀527 36，142 1β86．6「 2．20 87 E

太平洋上に静止、ラニバード2号と

烽｢う。67．1．27使用開始。

』1

P白67－

RA～H

∫ゆcsF
@　　8～15号．．

　　米
A（DOD）

676．1．18 ．タイタン皿C 33，600 33，90σ 1，335 0．1 4ち E 艦国防通信弔。8つ子衛星。

1967一，

@26A
’インテルザ・阻

@　　　　F3・

≧ンテ，・サット
67．3123 ソーデルタ 35，776 35，823 ’1，466 0304 87 E

大西洋上に静止、カナリーバードと

烽｢う。67．4．7使用開始。

1967二

U6B～D

．王b忠?A8号 　1米．

ibOD） 67。7．1 タイタシ皿C 33，080 33，550 1，312 7．1 45 E 甲防通信用。6つ子衛星。

1667二

@82A
コスモス賀4号 ゾ　L ，67．8．31

：68．1230．
A72二e 500 39，750 ・　7・15 64・5 Ty 失敗。

1b6字一』ヒ

@94A・

イγテ・レサ。ト立

@　　　．・F4

インデルサ鼻　　　　，．

67．9．2＆ ソーデルタ 3573を 、37，787
．1．4’

R5 2．63 87 E
太平洋上に静止、ラニバード3号と

烽｢う。67．11．4使用開始。

1968」、

T0AッH

ゆcspl　　19ん26号 　米・，

iDODン
68ボ6．13 タイタン皿C 33，700 34，000 　　’P，340 0．1、 45 E 国防通信三つ締墨

、1968－1．

@．1真5A
・厩ス260号 ゾ　・r　．

68．12．16 7＄ジ乞P み二千 560 39β9ρ 7‡2・36 65 Ty・

‘1966－

@116A
インテルサゾト皿r

@　　　　F2
インテルサット 68．12．19

　　　’と

¥ーデルタ 鍋770 3亀7♀0
1謀35b 0．7 150 E

国際通信衛星

蜷ｼ洋上に静止。

ノ

ご騒

拶

1
δ
α
1

露登録．番’与

’名　称 漸有函1
i機関ン

㌔
打
上
げ
』
年
月
日
一

消　　滅1

N月下
打上ザ
ｭ・ト名

．近地点

ｭ㎞）

運雌点
ikm）・

周　期
i分）

軌道傾
ﾎ（度）

重　長
ikg）

．基地 備　　　　　　　　　考

」1969一、

@，・11A

イイテルサ・阻
@　　　　宣3 イ／デルサ・．ト

6b．2．r6 イーデルタ ．35，786 35，809 1，43a4 1．3・ 137 E
太平洋上に静止、後インド洋上に移
ｮ。

1969」、　　113A T群csa・：・号
．り ?e

@（D6D）．
69．2．b タイタン皿C 35，939 36，044

11447．
0．6 726 E 隼用通信衡星、大西洋上に静止。

ig69一・

@45A、

インテル弱ト皿

@　　　、F・、4，
インテルサット 69．5．23 ソ．一デルタ 35，777 35．803・ 1，436．3 1．0 137 E

太平洋」、に静止。

1969一

@．64A

イぞテ・レサ・隠　　　　　F5

イ’

Vテルサ。卜 69．7．26 ン7デルタ 26b ピ5，399 1．4β．7 30．3 137 E 静止に失敗・

1969」

A101A
スカイネ。ト’．

@　　　、1号
華 69．11．22 　　一●¥「アルタ 34702 358与8 140718 琴4 （242） 耳 端歪2軍用通信醒インド洋

1970－

@　3．A

インテルサット皿

@　　　　F6
　　　　■Cンテルサジト

70・1・15　　　　髄 ソーデルタ 35，78．3 35，7＄7 ’1，436 0．39 152 E 大西洋上に静止。

1bウ0一．1

@・21A「

N
O
T
O
．
，
1
号
一
1 NATO 70．・3．20 ツrデルタ ・34，429 35，786 1，401．6 、　2．8

、　　129 E
　噂
mATOの軍用通信衛星。

1‡bブ。」‘

@　32A

「インチ・レザサ皿

@　　　　F7
インデ・レサ砂 7b．4．23 ソーデルタ 35，779 35β06 「1，422 0．9 P52 E 木酵飛脚止・．1

、1970－

@　55A．

インデルサ。ト’ M‘

A　　　　　F8
でシテル㍉ト， 70．72a ソーデルタ 282 36，294 642！7 27．98 152 E 静止に失敗。

1b79－

@62A
スカイネ国号

．琴： 70。8．ig ソーデ～レタ 270 36，041 636．5 28．04 129 E

イ
ギ
リ
ス
の
軍
用
通
信
丁
丁
、
静
止
に
失
臨

1971」　r

@　6A

イシテルサ・トy

@　　　　：F2

インチ、みット 7i．’1．26
アト．ラ．ス

Zイトール
35，740 3◎38琴 14502 0．6 7q．7 E 国際通信衛星蜷ｼ洋上24ぷ曽に静止。

1971二

@　9五
N’A・TO　2号 NATO 71．2．・3 ソーデルタ 34，430 35，861 140吊4 2．8 243 E＼ 大西洋上に静止、軍用通信衛星。

19プ1

@95A，
Dsbs匹号 　　米

ｭD6D）、
71ユ1．’3 タイタン皿C 35，806 35，815 1，436．1 2．58 522 E

第2世代の国防通信衛星。

cSCS2号と双子衛星。

197レ’

@95拾「、
PSφS　2号 　1米

iDob）
71．11．3 珊タン皿c 35，806 35，8r5 1，436．1 2．58 52£ E

第2世代の国防通信衛星。　　、

cSCS1号と双子衛星。

ig71．・

P106ム
勲モや皿1号． ソ 71．11．24 76．5．io A72－e 460 β9，350 206

、65．4．

ノ フ。 東欧諸函を対象どした国際通信用。

．1971一

C116A
インテルサシトW

@　　　　F3
イグ・暢！ 71・1230

ナトラス

Zントール
3鍋・ 35827 1．4362 0．4 702 E 大西洋上336。Eに静止。

ノ



蟹

田

一
H
O
①
1

醸登録

ﾔ　　号
名　　　称

所有国
i機関）

打上げ
N月日

消　　滅

N月日
打　上　げ

鴻Pット名
近地点
i㎞）
遠地点
i㎞）
周　期
i分〉

軌道傾

ﾎ（度）

重　量
ikg）

基地 備　　　　　　　　考

1972－

@　3A
インテルサットW

@　　　　F4
インテルサット

順72．1．23 ナト’ラス

Zントール
臼5，625 3臥787 1，432．0 0．7 700 E 太平洋上174。Eに静止。

1972一‘

@41A

イ，ンテ・レサ州

@　　　　F5
インチ〉・サ。ト 72．「6．13

アト　ラス

Zントール
35，777 35，963 1．4404 0．4 719 E 　　’Cンド洋上62’Eに静止。

19727

@90A
アニクー］号 加 72．11．10 ソーデノヒタ 35，780 35，791 1，436 　　0．1

C

270 E
カナダの国内静止通信衛星、太平洋

繧P14。Wに静止。

1973「

@23A
アニ久一2号 加 73・420 ソーデルタ 35，604 35，709 1，431 0．1 270 E　’

カナダの第2号国内静止通信衛星。

P09。Wに静止。

1973一．

@58A
インテルサットW

@　　　　F7
インテルサット 73β23、

アトラス
Zントール

35，773 35，778 1，435．6‘ 0．4 700 E・ 大西洋キ329．E略止・

ユ9731

@100A DSCS　3号
　米’

iDOD）
73．12．13 タイタン皿C 35，716 36，064 1，441 2．5 566 E 国防通信衛星。130Wに静止ρ

1973－

@100B DSCS　4号
　米
iDOD）

7．3．12．13 タイタン卑。 35，932 35，981 1r445 2．5 566 E 国防通信徳星。175。Eに静止沼

1974一・

@22A
ウェスター、1号

．（ウエスタジ

@ユニオン）
74．4．13

ソーディ墜．　　　　、　　▼

35，553 35，95Q 1，434．3 0 300 E
米国初の国内用静止通信衛星199。

vに静止。74．7．16から商用開始。

’1974二

@　6σA
モルニアユーS

ソ
．

マ4．7．30． 、D二1－e 35，850
　　　　、
R5，850 1，439 0，066 Ty

ソ二二の静止遮信衛星。辱900Eに静止。

．1974－

@　75A
ウェスタ「2号

’（ウエスタン

@ユニオン）

74．foユ0
ソーデルタ ’3亀244 35，766 1，421．7， 0．5 30σ E 国内用静止通信衛星。90。Wに静止。

1974一

@．99B 出子力㎞7号
　　　　nﾄ 74・1U与 ソマデノヒタ 1，445 、1，459 1享4・9 101．7 30 W

ソーデルタによる初の3つ子衛星打上げ。’NOAA－4号、イ．ンテルサット

ﾄ3つ子衛墨一
1974－

@92A
モルニや町号 ソ　　気 741i本21 人一2「。

650・ 40，690 732 62．8 1，500 プ 新型通信衛星。

1974」

@’93A

インテルサット】V

@　　　　：F8
イン矛ル彬ト

7411・2平
㌦、「

ナトラ．ス

Zントール
35，630 35，780 1，431．9 1．8 700 E

74．12．18・から商用開始。

P74。Eに静止。

1974r．

@94A
スカイネ〃ト∬

@　　　一2号

　こ

ﾕ 74．1f、23
ソ．一デルタ 35，896 串◎595 1，459．4 2．2 129 E

インド洋上に静止。

pの第2世代の国防通信衛星

1974－1

P0斗A
塑フ・二一1号

仏
、
独
　
　
㌦
し

74・12・19 ソ㌣．デルタ 38，705 4Q・9耳8 1，646．6 1．2 230 E
1・1．5。Wに静止。二二共同通信実験。「初めて液体アポジモータを使用。

1b75－

@38A
曹アニタ3号 加 75⑤．7

　　　齢｝』

¥ーデルタ 35，786 35，789 1，436．2 0！0 270・ E．
第3号国内静止通信衛星。

P04． vに静止。

～

門今 ・働
1『鴛Z 参

1
δ
↓

画帖登録番　　号

名　　称．
「所有国．・

i機関）

三王．げr

s年月日

消　滅年月日
1打　上　げ

鴻Pット名
近地点
i㎞）

遠地点、

i㎞）
周　期
i分）

軌道傾
ﾎ（度）

重　量
ik9）

基地 備　　　　　　　　考

　　　■
P975－

@42A

『インチ・レ三二　　　　　：F1

イ／テルサ・ト ケ＆522
アト』
宴X

Zントリル
35，704 36，184 14442 0．5 E 国際通信衛星・

1975一’

@77A
シ病ニー・号 仏、独 75．8．27 シーデルタ 35，364 3硲70 1，427．4． 0．0 230． E 11・50Wに静止ゆ仏向共同通信実験，，

1975－7　91A． イシテルサ。トW

`　　　戸1
インチ・・堀ト

75，920
アトラス
Zン’トール

35，294 35，821． 1，424．4 0．1 （1，491） E
大西洋上に静止。

Q0個のトランスポンダを持つ。

1976－

@117A
RCA．6atc。m－

@　　　　1毎

．米

iRCA）
75．12．13 ソーデルタ 3臥635 36，0．86 0．3 463 E 119。Wに静止。

1975「

@122A
ラ　ドガ　1号 ソ 75・勿2 D－1re 358qo 35，800

0．3 Ty ソ連の静止通信衛星。

197βr

@　2A
C　　T　　S．

二三，

764・17 ソーデルタ　　　ド　　． 35，781 3季79ρ 0．7 E
116。Wに静止。米国との共同
奄ﾌ実験用放送衛星。

ig76－

@　6A

肋一ヤ．士β・号　　　　♂’

ソ 76．1．22 491 38，934 698 62．5
層

1976一

@、10A

ヨシティ・サ・トW

`・　　　F2
イ渉、・サット

　「　f

V6．1．29
アト　ラス

Zントール
35，216 3590斗 ’1，424．5 0．1 （1，500） E 大西洋上に静止。　　　　　　　■，

19ウ6∴

@鈴A

RCA二S導t・・m－

@　　　　2号

　米
iRCA） 7α336

ソーデルタ 35，782 3臥79手 1，436．1 0．0 463 E
128。Wに静止。

fルタ3914で打上げ。

ig76二．

@36A N4TO卜1号 NATO 7色螺2 ソーデノヒタ 35，773 3与797 1，436．1 2．5 310 E
丼ATOの軍用通信衛星。

P5．5．Wに静止。

1？76需し

@42A
遜スター．1号

　　米
iコムサ。ト）． 7§・．513

ナト　ラス

Zントール
35，784 35，79卑 1．436・2

・　0．0 ’（1，519）
E
国内通信衛星

P19。Wに静止、

1976－

@66A
イく，ラ　バ　1号 インドネシア 76．7．8 ソーデルタ 35，7．84 35，794 1，436．2 0．1 28¢ E、

馳イジドネシアの国内通信衛星。

W3。Eに静止。

∫976十　’73A

コムスター D2号
　　米
iコムサッド）

76．7．22　　　＼

アト． 宴X
Zントール

35，775 35雪799 1，436．1 0．1 （1，519） E 127。Wの静止。

19ケ6．．

@、’92A ラドガ3号
ソ 76．9．11 D一一1－e 35gqo 3590ρ 1，440 0．3

L　　　「 Ty 通信衛星　　　　　　　　　　　　　、　　、

．1976一

@．107A’ エク・ラン1号 ン 76・10・年6 D－1－e 35，600 35，600 1，422 、

．ノ｝、 Ty 放送衛星　　．，

　　　、、l977－

@　5A
NATO皿「2号 N・ATO 77．．’1．28 　　一，¥ーアルタ

3画463　一－「

35，962 1，432．3 2β 340 E 軍用通信衛星

、



が．．

1
呂
Q
。
1

国際登録ﾔ
　
　
1
号
、
’
、

」　名　　　称 所有国’
i機関）

打上げ．

N’月日

消　滋年月・日

打上げ
鴻O．ット名

ゴ近地点

@（㎞）
遠地点
i㎞）
周　期
i分）

軌道傾
ﾎ（度）
重　量
ik9）

基地 備　　　　　　　　　考

197．7－

@10A
モルニャE17号 ソ 77・．31．1 A－2－e 493 40，757 735 62．5 1，250 フ● 国内用通信等。

igケウ∴

@18A
パラパ蝪 インドネシア 77．3．10 ソーデルタ 3吊915　　曜 3◎25ρ 1，451 Q4

r　574
E
　　　　　　　　　　　　　　　　印Cンドネシアの国内静止通信衛星、

V7。Eに静止。

1977r・

@、21A
モルニヤ13碍 ソ 77．3．24　　ノ　　　「

Aτ2『e 484 窪0β16 736 62β 1，000 プ

1977』

@32入
モルニや皿㌃7号 馨 7乳429 A－2π9、 467 40，817 ’73β 62．8 1，500 プ

1977」1

@34A
D忌dSH－7号 米 ナ筏12． タイタン皿d　　　　　．

邸oρ 第700 1，4琴8 2．5 565 E 軍用静止通信衛星・

1977一∴』

@34B
PSρS』78号 ・　』孝． 77．5．12

タイタン．
hEC 38，790 38，800 ユ，444 2．5 565 E 同　　　上

　　　．Pb77一．

@．41A’

インテルサヅト

@　WArF4
インテルサット 77，㌫26

アト　ラス「

Zントール
35，346 357与5 1，425 03 1，500 E 325。Eに静止。

1977一

@、54A
．キ・ヒ著13鳴 ／ 77，624 　　　　，’

`－2冨．6 ．480 39，016 700 62．9 1，000 Ty

「ig　7マー：．

@1ユ入
ラ』ドガ13号
iStatsionar2）

シ 77．7β3F D－1－e 36・6ρ0
　　　＼

R阜690 1，477 、0．4 2，000 Ty 国内静止通信衛星。

1b7ケー，1噛

@、80A

ジ　．1）　オ　　　　　：

伊 77．8．25「 ソ「デルタ 3穆7串8． 357＄8 1，436 0．3 21串 E
各種の通信実験を実施。

P5．Wに静止。

ユ9マ7－l

@　S2A
モルｱヤ138号 ／

7乞＆3・．
A－2－e 4串b 4Q，8．00 737 62．8 ユ，000 ブ

1励．：・

@92A‘
「土クケン2号’

iStatsionar．T）
ソ．し 77．9．20 D－1－E 串5・560・ 35，560 1，425 0．4 2，000 Ty

99。Eに静止。

Vペリァ等北方地域への通信、放送。

4977ピ　105A1

モを二畑18号
　　　　　　ド　・
fト　．・「ソ　　　午」 77．1b．28 A「2－e 478 40，764 735 628 1，500 プ

　　‘
P977一

?P8A

　　　k．　らさ、‘

@（とsう． 日．本 77．12．15 ソー fルタ 35，783 35，790 1，436 0．1 340 E
実験用中容量静止通信衛星、

P40。Eに静止。

1bセ8．、

@　2A

インテルサ。1ト

@　WA　F6@　　　，「く　．

インテノ・サット 78．1 P．7
アトラズ
Zン・ト．γル

35，634 3ε7Pマ 1，432．4 0．4 825．5 E インド洋上6ぽEに静止。

1978一

@、9A
モルニや血9号・ 馨 ．78・，124 A－2－e 661 4σ，631 736 62・串 プ

馨 ・働

’

L
．
δ
㊤
一

三』

学際豊丁

＝Q号

　　　　　，一「L

D． x名、　称1、
所有国r・
i機関）

打上け1
N．息日

消． ﾅ「

N月日

打　上　げ

鴻Pット名

近地：点

i㎞）
遠地点
i㎞）

周　期
i分）

軌道傾
ﾎ（度）
重　量
ikg）

基地 備　　　　　　　　考

1678．．．

@16A
身帰鵬 　『米

iPOD）1

7
8
．
2
．
1
9
．

アト』ラス

Zントール
35，523 35，666 1，426．3 27．1． 1005 E 軍用通信。

　　　rP978一・

@24A
　　馳

c泣eヤ139号 ソ ・79．33 A－2－e
632 40，733

　
7
3
8
、
」

62．8 プ

・夕1978一し　　26B

オスカ「β景 　　米・
ﾄNAS五） 、78．3．5 ソプルタ 905 ♀14． 103．1 98．9 27 W

アマチュ、ア無線用通信衛星。米・加・

冝E独の企業により製作された。

　　　噛：
P978－

@35A
ヨンデ～・サ鋒

@　】VA』・F3

　ru
Cンデ、・サット

78．3．31
アトジ家
ﾑントール 3a7与0

35，851 1，436．3 0．3 825．5 E インド洋上63。Eに静止。

19マ＄一‘

@．39A

ゆ1　　　　り

@　（BS）

日
　
本
　
1

78・導・7 図「デノ墜 鋒78与 35・736 1，436 0．08 35与 E 実験用中型放送衛星。110。Eに静止。

11978←、

@　44A
σT，・＄⑫号 ES、A 78．5．11 ソーデルタ 静　止 軌、道 444 E

通信実験等。10。Eに静止。
ﾅ上げに失敗したOTS－1のバック
Aップである。

懸λ モルニヤ140号　　　　ノ ソ　’ ．78．6．2 A－2． 457 40，837 736 62．5
0
7㌧igブε一ド

@、68A
・ヲムスター3号

　　米
iコムサット） 78◎29

アトラメ
Zントール

35，47．0 35780 629．9 2耳・8 。792 E
米国コムサット社の通信衛星g

蒼燗d話等に利用。87。Eに静止。

：lig73三1

@　72A
モ〃一そ・4揚、 ソ 78・7・享4 A－2－e 650 40・6与0 737 62．8 プ

1979」．

@・7．3A ラドガ4号
ソ 78．7・19 D－1－e 3◎5∋0 36，590 1，478 o・5 野 電話、電信、TV等。

”1973」’1

@　80A
モ舛ギr42号 ．、・

Dソ
．7＆．・＆2含

A－2－6 480 40・788 726
「　62．8

ブ

r1978一
D∫臼5蓋 ’モ～レニ々皿10号

ソ・

78ユ0．13 A4一・ 467r 40，825
ｲP

736 62．8 フ、

』ig79．、

@100B

　1

宴fィ’オ．1号 ソ 781α25 ．C　－　1 1，688 1，724 1204 82．6 プ
アマチュア無線通信学び科学技術実

ｱ。

1978一・

P00q

ラ
デ
ィ
・
オ
’
2
号
．
r
r

ソ、
7：8，1026 C－1． 1，688 ・勾724 120．4 82．6 ブ

アマチュア無線通信及び科学技術実　　　　　　　　　　　　　　、、

ｱ。’

ユ97＄一、

@106A　7 NAτom3号 N4T6 78．1149 ツーデルタ 35，495 35，783 1，428．5 4．41

　
3
4
6
．
．
2 E NAT℃シリーズ最：後の軍用通信衛星。

1978「・

Pユ34
D寧CSHヨ・号

　、・米

iDOD）
78．12．14 タイタン血C 35，796 36，4i2 1，452．2 2．5 E 軍用通信衛星。135。Wに静止。



一
二
〇
r

国際登録

ﾔ　　号
名　　　称

所有・国ri
機
関
）
鳥

打』

繧ｰ
N且日．

消F』 ﾅ年
月
日

打上　げ
鴻Pット名

近地点
ikm）
遠地点
ikm）
周　期
i分）

軌道傾
ﾎ（度）

重　量
ik9）

基地 備　　　　　　　　　考

1978一

@ユ13B
DSCSH－12号

　　米

iDOD）
ケ8．12．14 タイタン皿C 36，261 36，413 1」464．3 2．5 E 軍用通信衛星。175。Eに静止。

1b78－

P16人 アニタ、B－1 カナダ 78．12．15 ソーデルタ 静止　　「 軌、道 27．3

一　474

E
カ． iダ国内静止通信衛星。109。Eに静止。

Aニタ　A－1のバックアップ。

1978一

@工18A
ホリゾントi号． ソ 7＄．12．19 D一1一耳 22，581 48，365 1，420 11．3 Ty

電話・TV通信。軌道を傾斜させる．

ｱとにより北方までカバーできる。

1b79一

@、4A
モルニや皿、耳号 ソ 7駄1・18 A－2一ρ 474 40，800 7年6 62．8 プ

1979。　　　、

@・9．A

あ「rや　　め

@（ECS）1
日　本

79．2．6　〆 lN－1 31，355 36，856　　1，351．1
i1979．8．31日現在

0．4 　　130
j

種
子
島

実験用静止通信衛星。2月9日、アポジモーター点火直後、衛星からの通信途絶

ig79」

Aヰ5A エクラン3号
ソ
．

70．2．21 1）一1二E 35，780 35，780 1，436 0．35 Ty TV中継等。

1979」、

@31A
モルニヤ146号 ソ 79・4・卑2 A－2－e

7　　656
40，590 735 629 』プ

　　　」P979r

@・35A ラドガ5号
ソ 79．4．25 D－1－E 36，000

@　　、㍉

1，442 0．4 Ty インド洋上に静止。

1972ざ

@38A
プリ「トサト亀2 　米』

iDOD）’ 79．5三4
アト　ラス

Zントール
166 35．972「 634．1 27．1 1005 E 軍用通信衛星。

1979三、

@43A
モルニヤ1皿12号　　　　　ρ

著 79兜0・6 A－27e 473 40，769 735 62．5 プ モルニァ皿一7号のバックアップ。、

1979「

@62A
ホ．リゾント、2号　　　　　　一 ソ 79．7．5 D71－E 36，550 36・5与0

1．471
V 0．8 Ty 14．Wに静止。

ユ97§一』

@70A
毛ルニヤ144号 ソ　し 79．7131 A－2－e ブ 国内通信衛星。

19字9」・

@72A．
ウェスター3号

　　．米（ウ土スタン

@　コ呉オン）
7？・8・10

し

ソーデルタ E
輪star社め通信衛星。

X1。Wに静止。

　　‘P979一　’

@87A
エクラ・ン4号 ソ 79ユQ・3 D－1－e 35，557

念5・5与7 1，424 0．45 Ty 国内TV中継。99。Eに静止。

19766

@91A
モルニイエ45号

@　　　　ρ【・

　ダ
¥、 79．10．20 一　　1 640 40，6窪0 730． 62．8 国内通信衛星。

1197b一＼

@101入
Rd蝿ATC伽
@　　　　3L号

　米
iRCA）1

79ユ2．’．7
㌦

ソーデルタ「 （903） E
RCA社の通信衛星アポジモーター
_火後電波途絶。

　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　　　　　　　　　　　　　　ドヘ

1　　　　　　　　　　　　　　　礪ン
働

’

一
二
一
一

署際登弩 名　極 新有国、
i機関）

十王げ

N且日

消・　滅、・’年月日

打　上・げ

鴻Pット名
近地点
i㎞）‘
遠地点
i㎞）
周　期
i分）

軌道傾
ﾎ（度）、

重　　量

ikg）
基地 備　　　　　　　　　考

11979－

@165A
　　　　　　L．茶梶fゾン・β号 ソ1

V9．12．28 D－1－e 3右β00 3開00 ・463 0．8． Ty

∫1980一丁

@　2rA
　　．aAレニア11

ｨ
号
　
　
「 ソ 80∵1．11 A一珍一e 891 3b漣62

7
1
7
P
8
・
，

63．1 1，000 プ テレビジョン伝拳と通信。

19εq一し　　4A’

フリートサトコム

@　　　3号
　米
iDOD）

80．1，118

@　　　り

ア　トラス‘

Zントール

3翫7．7セ
35，801． 1，436．2 L5 1ρ05 血 軍用通信。23。 bに静止。

1980－

@1．6A
ラドガ6号 ど

80．．
Q．20 P－1『・ 3a725 35，845 1，43ξ 1．3 2・与00 T

y
、

テレビジョン伝送。80。Eに静止。

1980一噛

@118A

あやめ　2号．（ECS」b）1 甲
本
　
ミ

90・．㍗2 N二　1』 130　　層
種
子
鳥

静正イヒ失敗。

1980一　「

@4bA ホリ幼4鬼
ソ、 8b．6．14・ D－1－6 35，759 a5，813 雇36・1 0．7 2，880 Ty 』テレビジどン伝送と通信。

1b80．

@53A
　　　　暫
Pモルニァ147昌・
@　　　／　　　　　一

シ 96α琴1 rA－2－e 528 39，814
7f乳昏

64．1 1，000 プ
　噂
eヒビジョン伝送と通信。

　　　LP980－
@60ム

土クラン5号 γr 80・．7・14 D一 qe a5，784 35，785 1，436 3．9 2400r 野 テレビジ。沖継ざ99・E購此

1980－r

@6きA
モ・レニア㎡1』3号

ソ 合0．7．18
A－2－e 804 3bβ51 717．8 63．5 1，500 プ テレビジ。ン伝送と通信。

1980－

@81A ラドが鴻
ソ‘ 861②6 D－1－e 35，738 35，870 1，437 0 2，500 Ty テレビジ・ン伝津・㌔35．Eに静止・

1980－

@87A
フリートサ1 gコみ

@　　　　4号

　迷（DOD）
80．10．31

アト　ラス

Zントール
3包71、7 35，8ら6 早3昏1 1．3 1，005 E 軍用通信。172。Eに静止。

1980－

@91A
．曲Sr1号 　米

is耳s）
．80．i1．15 ソーデルダ 35，778 35，797 1，436．2

0．

550 E㌔ 国内通信。10グWに静止。

　　　．P980ピ
D92Ar
む・一ア雇8弓 ソ 861hβ A－2－e 738 39β平1 717．9 63．9 1ρ00 プ テレビジ。ン伝送と通信。

1990ビ

@98A』

インテルサットV

@　　　F2
インテルサ必 8d．12．6 アト　ラス

Zントール 鍋775 35，800
1．4362 0．1 97b E 国際通信。22。Wに静止。　・

・1980一一
@
1
0
4
入
　
r
9

≠クジン、6号 シ 86・・2⑳．
D－1－e 35，788 357∋6 143餌

、　　　　　’

Oβ 2 Ty デレビジョン中継。、99。Eに静止。

1981一　：

@　2A
モそレニアM4号 ソ’ 8ゴ1．9 A－2二e

　　“　　　　’

P，116 39，238 717．8 63．1 1，500 フ。 テレビジ・ン伝送と通信。



一
二
b
◎
1

国際登録

＝@号
’名．　魯、

所有掴
i機関）

山王げ年月・日・

・消　　滅

N月日
打．上　げ

鴻Pット名
近地点
i㎞）
遠地点
i㎞）

周　期
i分）

軌道傾
ﾎ（度）

重　量
i㎏）

基地 備　　　　　　　　　考

19＄1一

@．glA
モル≒ア耳4蝪 ぞ

．31・・1・30

今一2一ρ Liρ37 39・3手9
亨17β 63．1 1，000 ブ テレビジョン伝送と通信。

ユ99F
@．i8A

コムスタ4毎
　　米1・

iコムサット・G）
β真・1琴・2尋

アト　ラス

Zントール
55・779　　9 35，795 1，436．1 0 792 E 国内通信。95。Wに静止p

1981冨

@27A
ラ　ドガβ号 ソ

81．3ユ8． D－1－e 35，671 35，907 1，436．2
0．3 2，500 Ty テレビジョン伝送、84。Eに静止。

4gS1－

@　30A
モ・レニア並・5号 ソ、 ．8i，334 A一間一e 77⑤ 39，576 7、17．7 63 1，500 ブ テヒビジ・ン伝送と通信。’

1981一・1

@SbA
イツテ・レサリトv．

@　　　　F1
インチ・レ弱ト β｝・ε23

ア・ト・ラズ

Zントール
35，571 3昏701 1，428．4 0．1 970 E 国際通信。24．5。Wに静止。

1b81一・

@54A
モル三ア血16号 ソ 8享・6・9 入一2二e 890 39，459 717ン

62．6 1，500 プ テレビジョン伝送と通信。

内‘

P981－

@　5ナB
　　　　L．　　　L

Aジ，』フ　ル
レ・ド ＄・．α・亨

アリアン 35，582 随012 1，436．7 1．1 380
クー

mレー

実験用通信衛星。102。Eに静止。

1981’
A’ U9A

モ・レニア士5鳴 ’
ソ 串L◎24 蓋727e ξ543 39，813 717．8 F・ U3．3 1，000 ブ テレビゾ・ン伝送と通信。

1931一

@、61A
エクラ》．房 ゾ 31．6・26 b＿1二e 357ケ9

　　　1

R5，795 1，435．9 92 Ty テレεジ。ン中継。

1981－
@6⇔A

ラ．ドガ9与　　　　　‘

ソ
81．ト轤R．0 D∠1＿e1 亀776 35，787 1，435．9 0．1 2，500 Ty テレビジョン伝送。

1981一
@マ3ム

プリ．5卜姻ム　　　　　5号 ，　米、　’ご

@（DOD）
81．8．6　‘

アト　ラス

Zント「ル
34，806 36，783 1，436．5

15．9 1，005 E 軍用通信。73。Wに静止。．

ユ981r．

@、96A
SB、S一．2号

　米
iSBSケ

8；・9・24 ぞ一デルタ’ 35・784 3鉱791 1，436．2 0 550 E 国内通信。97。Wに静止。

耳9816
@100昼

Uosat 曾噛．Cギリ各
81．1邑 ﾓ．6 ソごデルタ 51合 520 95 97 50．4 曽 アマチュア無線衛星。

198エ・：「　耳Q3A

デド坦。号

　1　　、　　　　．

¥ 串i．1α9 P－1一・ 亀7与7
3謡11： i部a2 0．1 2，800 Ty テレビジョン伝送。

．198ト・
@105A，　E　　「

宅ル≠川・悟 L　．ソ｛・’ 晦047 合」2匝 506 39，739 7η£ 63a‘ 1500 6
7

テレビジョン伝送と通信。

『1981」一

@113A．　　　　■
画ニナエ・・号． ’ヅ・ 8工1147 入「2二ρ 654 39，691 717．6 q⑳ 1ρ00 プ テジビジョン伝送と通信。

二∴一州
　　　　　　㌧硲

ト強

ノ

ー
蔭

一
＝
◎
o
」

，翁
～

国際肇録
ﾔ・，’号

@
名
．
’
、
麻
、
」 所有個…

i機閥）L

　　凹　、

ﾅ上ザ
ﾒ月日・

消』・滅

N月日

打・上・げ

鴻Pット名

遍地点．（㎞）r

遠地点
d（㎞）

．周　期

i分）

軌道傾
ﾎ（度）
重　量
ik9）

基地 備’@　　　　　　考

等981一｛

P14入1

碑A－sat・・血

@　　　・3R’

　　米、、・’（RqA）．
．幽

fε11i120』 匹デ・隊 細75
　　」　　　　　「　・

R5，7曾9 L43碑 0．1、

　
　
8
b
5
■

∫E、 国内通信。132。宙に静正。

ユ981－

@11ρA
イン引h「y、 インテルサット ‘8Lla15

アト　ラス．セントール
一13包77ウ

35βOQ、
1浸36．2 o．i．

970 、E
　　　　　　　　‘ぐ注ﾛ通信。62。Eに静止。

1ユ㍗臨　　　B　　　C

@　　「髭・　　lF

ラディオ』・3号
@　　　　4号
@　て・』　5号．
D　　　　、6号
@　　　　7号
@　　　　6号

ソ
ソ
ソ
ツ
．
ソ
、
ソ

81ユ2．17

@二
@二　〃‘　　　㌦

C－　1・ 1，562
P，651
P，649
D1，635』

P，622
P，577

1，656．1，679

P，662
P，662
P，656
P，658

　118，4
@119．7．　1194

@119．3
@119．1
@118．6；

83
W3
W3
W3
W3
W3

・ブ

v
プ
プ
プ
ブ

アマチュア無線置物。
@　　　∫　　　　”　　　　　　、

@　　　汐

’ユ981一…

@12琴A’
マレ汐スτAl 且臼A rs‡．1220 ア．リァソ

　　戸
R5，77真 3亀905 鼻3α2． 2．1 550

・クー

mレ｝
海事通信，26。vに静止。

11b81，

D『

d2きA

　　、　　｝　　』

L・レニア1「与2号
∫　ぞ・ 8工⑫23 A－2－e

@　　　～

ξ39 39Jfq ∫717・7、 62．9 1，09．0 プ 　　　　　電eレビジ・ン伝送と通信。

ユ982一「
A
　
　
4
’
A

qCA－Saもconr’

@　　　　4号
　米
iRCA）

・8乞i⑯ 　r．ニソーアイレタ、

β5，783
－卸⇔3

1，436．2 0．1、 598 E、、
　　－蒼熬ﾊ信。830Wに静止。

．1982覧2

@　9AT
土クラセ・β号』 1

ソ
∫

「822．、5 brレe 誌437 35，74斗 1426 0．3 7 ．Ty
　　　　　　　　　、uビジ。ン中継．99．Eに静止．

：1982ゴ

@　144
・ウ。幼一4号 （ウェ灘ゾ1

@ユニオン）
9乞2お6 ジーデルタ 3訂85、 3土呂9 、・緬 0 584 E 国内臨990W聯埠

：1982－

@　15入二
画一ア士甥 ソ 82．層226

A－27．e． 458 3♀β89 717・与 63 1，006 プ テレビジョン伝送と通信。

・：1982一

@．「17五
イ著テルサットV

@　　　亨・4’
インデ）レザット 8乞．315　　　　． ．アト　ラス・

Zントーτル
35，60．1 35747 1，430

「　0．3

97ρ E 国際通信。、630Eに静止。

198乞」．

@30A’
荊ルトー5号 ソ・ ．8£：3．15 D二1一． 3550串 3卵13 1・436・2． 1．9 Ty、 テレビジ・ン誌魂に糺

．198客

@．23A
モ・両脚号 ソ 8琴324 入「孕一・ ’61

Q4 39招5 マ177
』62．9 ’1，500 プ テレピジ・ン雌と高高．、

1gS2　　　㍉’

@31△
　丁
Cン竺・ト「1み インド 83∵4ユ0

ソ
「
デ
・
渉
，
」

3臥2ρタ 35ρ90 14264 05
59．oI
E 放送イ通信／菊象。74。Eに静止。

11㌦ イ亥カラー2号 イ
321’ C51ブ

一 サリ出一ト

@　　7号
342 ．年5字

？23 　　「T1．6

　
2
ε
　
　
，

サリュ

V喜 ⊂　〆＼

斗982．

E　37A
『括薦婦 馳

ソ
．

＄a．428、 C「』 P， ησ 804 、100．8 74 プ 通信衛星



開
闊
弱

一
二
幽
1

』十島弩 名　　称』1

@　　　　，

』所　有　国、

@（機関）
打上げ1
N月日、

消　滅．年月日 打　上　げ・ケ・ト名 近地点
ikm）
遠地点
i㎞）
周　期
i分！

軌i道傾
ﾎ（度）

重　量
i㎏）

基地 備　　　　　　　　考

1992
S0AトH

コスモスー1357号

@　～1364号・

‘ソ
－82．5．6幽

C一’ P ユお99
1，476 ．114β 74 各40 プ 通信衛星

・ig82

@44A
コスモス＝1366号

ソ 8a、5．17

、　　　　’

D－1－e 35，771 3臥8q3 1，436．1
1．0 2，000 Ty 通信衛星。90。Eに静止。

ユ982
@　．5砿
毒ア十号． ソ 82・．5129 A－2－e 653 40，633 736

　
6
2
．
8
・

1ρ00 プ テレビジ。ン伝送と通信。

1§82

@58A・
ウェ幼一5号

　　・米（ウエスタン

@ユニオン）
・82．6．9

ソニデルタ 35，785 35，790 14・36．2 0 584 E 国内通信。75。Wに静止。’

r・1982

V3A長H

コヌモスー1388号・

@　　～1395号
ソ ．82．7．21 、C』一1 1，391 1472 114b 　74r

D101．8 各40
ブ
通信衛星

ﾊ信衛星

ig82

@74A
モルeア156号 シ 82．7121 A＿2二e ド650 ．3亀gbo

70’
P 63 1の00 プ テレビ7ヨン伝送と通信。

1932
@・82A
ア》7Dユ号． 力氏

．82・，826 ソーデ・レタ 35，77β 35，798 1，436．1 0 620 E 国内通儒、04．即購止．『

1982．

凾W3A
モルrア皿19号 ジ 8a噛 W27 A－2－e

・．
D』 S94 4・0・8手4 736 62．8 1506 プ

テレビ九ン伝送と通信．

1982

@93A
・エクラン　』9号 ジ 82．9．16 P－1re 3a767

　　1
R5，814 1，436．3 0．1 Ty テレビジョン中継。79。Eに静止。

19㌦ インテルサ・トv∫
@　　　：F－5　　　　　’

～ンテルサッ1 昨92ε
アトラス

Zントール
3臥770 35，801 1436ユ 1．2 970 E・ 国際通信。93。Eに静止。

1㌦ ホリぞ一ト十寸 ソ 83ユ0・20 D十1一，〆
跨759 35β16 1，436．1 0．5 Ty テレビジ。ン伝送

1982

@】05A
RCA－Satcom・
@　　　一5号・

　米‘・
iRC盆＝）

合2ユ028 ソーデルタ 35，780 35、7⇔4 1436ユ』 0 598 E 国内通信。143。Wに静止。

1982「・「

P106A
Dscsn一斗碍

　米魑

iDOD）「
　　一
W2．10．30

タイタン

@　34D
開776 35796 1436．1 2．2 590、 E 軍用通信

19＄2－

@106B

b
s
c
曲
＿
1
号
■

　米
iDOD）∫

＄2．1030
タイタン

@　34D
誌775 35，800 1436．2 02 1，043 E 軍用通信

・1982－

@116B SβSヨ3号
　　米1（s君s）

82．1．1．11 　　ノ
Zヤトル 35，784 β5て91 1436．1 0．0 567 E 国内通信。94。Wに静止

．1．1982『

@110C
A。ik－C－3与

　
　
　
加
r 晦h2

「　　　　』 ツ。ト・・ 3嵐777 3579年 1436．1 ，　0．0 550 E
カナダゐ国内通信』117．5。Wに静止。

．
壕

・礪》・

1

一
二
q

ヒ翻・
r〆「 厨

国際登録
ﾔ　　号

名　　　称 所　有国’
i機関）

打上げ
N月日

消　滅
N月日

打　上　げロケット名 近地点
i㎞）
遠地点
i㎞）

周　期
i分）
軌道傾
ﾎ（度）

重　量
ikg）

基地

　
　
備
　
　
　
　
　
　
　
　
考
，

1982－

R3AD
イスカラー3号 ソ 82．11．18

サリュート

@　　7号
350 365 91．5 51．6　　■

サリュ

g7号

］982－

@113A
ラ　ドガ11号 ソ 82．11．26　　　、

D－1－e 35，714 35β49 1435．9 1．1 Ty テレビジ。ン伝送

1982一ヒ　115A コスモス

@一1423号
ソ 82．．2．8 422 476 93．6 628 軍事通信

1983－

@　6A
さくら　2号a
iCS－2a） 日　　本 83．12．4 N－H 35，784 35，788 1436．1 0．1 350 種子島 実用通信衛星

i

／丁

、

ノ

’
号

F炉

「

、

♂

、

、「

一、
C

c　L　　」


